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希
少
種
と
は

希
少
種
と
は
、
数
や
生
息
・
生
育
地
が

ひ
ん

し
ゅ

減
少
し
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種

や
そ
の
危
機
が
増
大
し
て
い
る
種
の
こ
と

で
す
。
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
野
生
生
物
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
石
川
県
の
「
い
し
か

わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
は
、
様
々
な

開
発
や
自
然
保
護
・
復
元
を
行
う
際
の
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
保
護
が
必
要
な
種
に
つ
い
て
は
、

法
律
や
条
例
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
、
捕
獲

や
採
取
が
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

が
指
定
し
た「
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」

２
５
９
種
（
２
０
１
８
年
２
月
現
在
）
の

う
ち
県
内
で
は
、
９
種
の
生
息
・
生
育
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
で
は
、

「
石
川
県
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
」
２０

種
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

う
ち
の
３
種
を
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ヤ
ブ
サ
（
ハ
ヤ
ブ
サ
科
）

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種

い
し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
改
訂
版

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

国
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
２
０
１
７絶

滅
危
惧
Ⅱ
類

全
長
は
オ
ス
約
４０
�
、
メ
ス
約
５０
�
。

翼
を
広
げ
る
と
約
１
ｍ
。
鳥
類
の
捕
食
者

と
し
て
海
岸
の
生
態
系
の
頂
点
に
位
置
す

る
鳥
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
海
岸

や
小
島
の
断
崖
な
ど
で
繁
殖
し
て
い
る
ほ

か
、
越
冬
の
た
め
に
大
陸
か
ら
渡
っ
て
来

る
個
体
も
い
ま
す
。
県
内
で
は
能
登
半
島

の
海
岸
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
近

年
は
金
沢
市
内
の
ビ
ル
で
の
繁
殖
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
庁
で
は
平
成
２６
年

ひ
な

（
２
０
１
４
）
か
ら
毎
年
、
雛
が
生
ま
れ

い
し
か
わ
生
き
も
の
図
鑑
17

石
川
県
内
の
希
少
種

文
と
写
真
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課

石川県指定希少野生動植物種（２０種）

種名（和名）

チュウヒ※

コアジサシ

トミヨ

ホトケドジョウ

イカリモンハンミョウ

シャープゲンゴロウモドキ※

マルコガタノゲンゴロウ※

イソコモリグモ

ホクリクサンショウウオ

ウミミドリ

オキナグサ

エチゼンダイモンジソウ

サドクルマユリ

トキソウ

サギソウ

イソスミレ

センダイハギ

ヒメヒゴタイ

トウカイコモウセンゴケ

イシモチソウ

分類

動物（鳥類）

動物（淡水魚類）

動物（昆虫類）

動物（クモ類）

動物（両生類）

植物（被子植物）

石川県内で確認されている国内希少野生動植
物種（９種）

種名（和名）

イヌワシ

クマタカ

チュウヒ※

ハヤブサ

ヘラシギ

アベサンショウウオ

シャープゲンゴロウモドキ※

マルコガタノゲンゴロウ※

ホテイアツモリ

※先に県の指定希少野生動植物種に指定されていたが、
シャープゲンゴロウモドキとマルコガタノゲンゴロ
ウは２０１１（平成２３）年４月に、チュウヒは２０１７（平成
２９）年９月に新たに「国内希少野生動植物種」にも
指定された。

分類

動物（鳥類）

動物（両生類）

動物（昆虫類）

植物（被子植物）

いしかわレッドデータブック

石川県庁舎に営巣し、４年連続で繁殖しているハヤブサ

3

いしかわ生きもの図鑑�石川県内の希少種

て
お
り
、
平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）、
平

成
２９
年
（
２
０
１
７
）
は
５
羽
の
雛
が
巣

立
ち
ま
し
た
（
通
常
は
３
〜
４
羽
）。
県

庁
の
建
物
が
ハ
ヤ
ブ
サ
の
本
来
の
営
巣
地

で
あ
る
崖
の
環
境
に
似
て
い
る
こ
と
、
周

辺
に
緑
が
残
さ
れ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
の
餌
と
な

る
ハ
ト
な
ど
の
小
鳥
が
た
く
さ
ん
生
息
し

て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
県
庁
の
ハ
ヤ
ブ
サ
に
つ
い
て
は
、
雛

の
映
像
も
含
め
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ハヤブサの幼鳥

イ
カ
リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ

（
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
）

体
長
１２
〜
１５
�
で
、
背
中
の
白
い
イ
カ

は
ん
も
ん

リ
の
形
を
し
た
斑
紋
が
特
徴
。
幼
虫
は
砂

地
に
垂
直
に
穴
を
掘
っ
て
生
活
し
て
お
り
、

成
虫
に
な
る
ま
で
２
、
３
年
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
成
虫
は
６
月
下
旬
か
ら

湿
り
気
の
あ
る
砂
地
に
出
現
し
、
９
月
上

旬
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
石
川
県
、
大
分
県
、

宮
崎
県
お
よ
び
鹿
児
島
県
に
分
布
し
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
、
か
つ
て
金
沢
市
か
ら

志
賀
町
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
羽
咋
市
と
志
賀
町
の
約
２
�
の
海

浜
に
限
ら
れ
ま
す
。
車
の
乗
り
入
れ
や
違

法
採
集
の
た
め
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て

い
ま
す
。

オ
キ
ナ
グ
サ
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）

石
川
県
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

い
し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
改
訂
版

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

国
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
２
０
１
７絶

滅
危
惧
Ⅱ
類

開
花
時
の
高
さ
は
１０
�
ほ
ど
。
開
花
期

は
４
〜
５
月
。
果
実
は
白
色
の
毛
を
羽
毛

状
に
つ
け
、
風
で
飛
び
ま
す
。
実
の
状
態

お
き
な

を
翁
（
お
じ
い
さ
ん
）
の
髪
に
見
立
て
て

名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
は
、
青
森
県
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
全

国
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、
東

京
都
や
三
重
県
、
福
井
県
で
は
絶
滅
し
た

と
さ
れ
、
他
の
府
県
で
も
絶
滅
危
惧
種
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
当
た
り
の
よ
い

明
る
い
ス
ス
キ
草
原
な
ど
に
生
育
し
ま
す

が
、
県
内
で
は
加
賀
地
域
の
河
岸
の
極
め

て
限
ら
れ
た
場
所
に
し
か
生
育
し
て
い
ま

せ
ん
。
園
芸
目
的
で
の
採
集
が
絶
滅
の
要

因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行

政
、
警
察
、
市
民
ら
が
協
力
し
、
生
育
地

周
辺
で
の
盗
掘
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
県
白
山
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
や
県
立
大
、
白
山
高
山
植
物
研
究
会

な
ど
が
協
力
し
、
種
子
保
存
や
栽
培
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
白
山
ろ
く
テ
ー
マ
パ
ー

ク
吉
岡
園
地
で
は
、
自
生
地
で
採
集
し
た

種
子
か
ら
栽
培
し
た
オ
キ
ナ
グ
サ
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

白
山
ろ
く
テ
ー
マ
パ
ー
ク
吉
岡
園
地

所
在
地
／
石
川
県
白
山
市
河
内
町
吉
岡
西
８９

電

話
／
０
７
６－

２
７
２－

３
６
３
７

問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課

電

話
／
０
７
６－

２
２
５－

１
４
７
６

石
川
県
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種

石
川
県
指
定
天
然
記
念
物

内
灘
町
指
定
天
然
記
念
物（
現
在
は
未
生
息
）

い
し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
改
訂
版

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

国
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
２
０
１
７

絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類

イカリモンハンミョウは、本州では石川県
でしか見られません

名前の由来になった特徴的な種子の形

イカリモンハンミョウが生息する砂浜
では、絶滅危惧Ⅱ類のハラビロハン
ミョウも見られます



  
特 集特 集

文
・
写
真 

◎ 

金
沢
大
学
国
際
基
幹
教
育
院
教
授　

鈴
木　

克
徳

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）を

め
ぐ
る
国
の
動
向
に
つ
い
て

国
連
持
続
可
能
な
開
発
目

標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
つ
い
て

２
０
１
５
年
９
月
、
国
連
で
「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
３
０
年

に
実
現
す
べ
き
社
会
の
姿
を
描
き
、
そ
れ

に
至
る
道
筋
を
示
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
そ
の
中
核
を
な
す
も
の
と
し
て
１７
の

目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

を
提
示
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
お

お
む
ね
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き

具
体
的
な
行
動
目
標
を
示
し
て
お
り
、
世

界
各
国
政
府
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
主
要

な
企
業
や
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
多
く

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
極
め
て
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
前
身
と
な
る
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）と
異
な
り
、
極

端
な
貧
困
状
態
に
い
る
人
を
ゼ
ロ
に
す
る

な
ど
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い
（leave

no

one
behind

）
こ
と
、
世
界
の
す
べ
て

の
国
が
取
り
組
む
べ
き
目
標
で
あ
る
こ
と
、

改
め
て
経
済
成
長
と
社
会
、
環
境
の
一
体

性
を
強
調
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
到
達
す
べ
き
目
標
と
達

成
期
限
を
示
す
も
の
の
、
そ
の
た
め
の
具

体
的
な
達
成
方
策
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

各
国
政
府
は
、
そ
の
た
め
に
自
国
が
置
か

れ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
明
確
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

我
が
国
は
、
関
係
省
庁
が
連
携
・
協
力

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
取
り
組
む
よ
う
、

２
０
１
６
年
５
月
に
内
閣
総
理
大
臣
を
本

部
長
と
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、
ま
た
、
広
範
な
関
係
者
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
実
現
に
向
け
て
議
論
す
る
た
め
の

第１回SDGs推進本部会合
（写真提供：首相官邸ホームページ）
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持続可能な開発目標（SDGs）実施指針の概要
●ビジョン：「持続可能で強靱、そして誰一人取り残さない、経済、社会、環境の統合的向上が実現
　された未来への先駆者を目指す。」
●実施原則：①普遍性、②包摂性、③参画型、④統合性、⑤透明性と説明責任
●フォローアップ：2019年までを目処に最初のフォローアップを実施。
【8つの優先課題と具体的施策】

①あらゆる人々の活躍の推進
■一億総活躍社会の実現　■女性活躍の推進　■子供の貧困
対策　■障害者の自立と社会参加支援　■教育の充実

②健康・長寿の達成
■薬剤耐性対策　■途上国の感染症対策や保健システム強化、
公衆衛生危機への対応　■アジアの高齢化への対応

⑦平和と安全・安心社会の実現
■組織犯罪・人身取引・児童虐待等の対策推進
■平和構築・復興支援　■法の支配の促進

⑧SDGs実施推進の体制と手段
■マルチステークホルダーパートナーシップ　■国際協力に
おけるSDGsの主流化　■途上国のSDGs実施体制支援

③成長市場の創出、地域活性化、
科学技術イノベーション

■有望市場の創出　■農山漁村の振興　■生産性向上
■科学技術イノベーション　■持続可能な都市

④持続可能で強靱な国土と
質の高いインフラの整備

■国土強靱化の推進・防災　■水資源開発・水循環の取組
■質の高いインフラ投資の推進

⑤省・再生可能エネルギー、気候変動対策、
循環型社会

■省・再生可能エネルギーの導入・国際展開の推進
■気候変動対策　■循環型社会の構築

⑥生物多様性、森林、海洋等の
環境の保全

■環境汚染への対応　■生物多様性の保全　■持続可能な
森林・海洋・陸上資源

2016年
5月 SDGs推進本部設置

12月 『SDGs実施指針』策定

2017年
7月 第1回自発的国家レビュー実施

12月 『SDGsアクションプラン2018』の公表、
第1回「ジャパンSDGsアワード」の開催により、

2019年
夏

2020年
以降

『SDGs実施指針』の第1回フォローアップ

冬 『SDGs実施指針』改定

2030年までにSDGsを達成

官民によるSDGsの主要な取組を発信官民によるSDGsの主要な取組を発信官民によるSDGsの主要な取組を発信

2018年 『同アクションプラン』に基づいて
主要な取組を実施しつつ、更に具体化・拡充し、

日本の「SDGsモデル」を構築
主要な取組を実施しつつ、更に具体化・拡充し、

日本の「SDGsモデル」を構築

Ｇ7伊勢志摩サミット
SDGs採択後初のＧ7サミットとして

国内外の実施にコミット

国連ハイレベル政治フォーラム
（閣僚級、7月、ニューヨーク）にて
日本の「自発的国家レビュー」を発表

国連ハイレベル政治フォーラム
（閣僚級、7月、ニューヨーク）
国連総会ハイレベル・ウィーク
（9月、ニューヨーク）

国連ハイレベル政治フォーラム
（首脳級、9月、ニューヨーク）
Ｇ20サミット・TICADの

日本開催
東京オリンピック

・パラリンピック大会

2025年万博の招致

日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
モ
デ
ル
を
世
界
に
発
信

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
円
卓
会
議
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
本
部
の
下
に
設
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、政
府
全
体
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
現
に
向
け
た
国
家
戦
略
を
取
り
ま
と
め

る
た
め
、
２
０
１
６
年
１２
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
本
部
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」実
施
指
針
を
公

表
し
ま
し
た（http

://w
w
w
.m
ofa.go.jp

/m
ofaj/gaiko/oda/files/000252818.

pdf

）。
実
施
指
針
は
、
ま
ず
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、

「
持
続
可
能
で
強
靱
、
そ
し
て
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
、
経
済
、
社
会
、
環
境
の
統

合
的
向
上
が
実
現
さ
れ
た
未
来
へ
の
先
駆

者
を
目
指
す
。」
こ
と
を
掲
げ
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
８
つ
の
優
先
課
題
と
具
体
的

な
施
策
の
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

１

あ
ら
ゆ
る
人
々
の
活
躍
の
推
進

２

健
康
・
長
寿
の
達
成

３

成
長
市
場
の
創
出
、
地
域
活
性
化
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

４

持
続
可
能
で
強
靱
な
国
土
と
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

５

省
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候

変
動
対
策
、
循
環
型
社
会

６

生
物
多
様
性
、
森
林
、
海
洋
等
の
環

境
の
保
全

７

平
和
と
安
全
・
安
心
社
会
の
実
現

８

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
推
進
の
体
制
と
手
段

２
０
１
７
年
１２
月
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
本
部
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
に
日
本
の

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
』
の
発
信
を
目
指
し

て
〜
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
第
１
回

「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
の
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
経
済
界
は
、
２
０
１
７
年
１１
月

に
経
団
連
企
業
行
動
憲
章
を
改
定
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
み
始
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
自
治
体
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
実
施
指
針

を
参
考
と
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

＜表彰の種類及び表彰の対象＞
（１）極めて顕著な功績があったと認められる企業・団体等

SDGs推進本部長（内閣総理大臣）表彰
（２）特に顕著な功績があったと認められる企業

SDGs推進副本部長（内閣官房長官及び外務大
臣）表彰

（３）特筆すべき功績があったと認められる企業・団体等
特別賞「SDGsパートナーシップ賞」

＜第１回表彰企業・団体等一覧＞
【SDGs推進本部長（内閣総理大臣）表彰】
�北海道下川町

【SDGs推進副本部長（内閣官房長官）表彰】
�特定非営利法人しんせい
�パルシステム生活協同組合連合会
�金沢工業大学

【SDGs推進副本部長（外務大臣）表彰】
�サラヤ株式会社
�住友化学株式会社

【特別賞「SDGsパートナーシップ賞」】
�吉本興業株式会社 �株式会社伊藤園
�江東区立八名川小学校 �国立大学法人岡山大学
�公益財団法人ジョイセフ �福岡県北九州市

SDGs実施指針の概要SDGs実施のための短・中期工程表

第１回「ジャパンSDGsアワード」の表彰
（写真提供：首相官邸ホームページ）

第１回「ジャパンSDGsアワード」表彰団体
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文
・
写
真 

◎ 

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社　

C
S
R
室
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
明
治
大
学
経
営
学
部
特
任
教
授
）　

関　

正
雄

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
経
団
連
企
業
行
動
憲
章
の
改
定

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か

２
０
１
５
年
９
月
、「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
国
連
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
環
境
問
題
や
貧
困
問
題
な

ど
、
世
界
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、
包

摂
的
で
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
１７

の
目
標
を
示
し
た
も
の
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
前
身
と
な
る
「
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
は
、
も
っ

ぱ
ら
途
上
国
の
貧
困
・
開
発
問
題
に
焦
点

を
当
て
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
環
境
分
野
の
目
標
も
大
幅
に

取
り
込
み
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合
的

な
目
標
体
系
と
な
る
と
と
も
に
、先
進
国
・

途
上
国
を
問
わ
ず
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
大
き
な

違
い
は
、
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
多
く
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
が
参

加
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
策
定
期
間
中
、

な
ん
と
５
０
０
万
件
も
の
意
見
・
コ
メ
ン

ト
が
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
企
業
の
役
割

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
聞
く

と
、
政
府
や
国
際
機
関
が
実
施
主
体
と
な

る
も
の
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
は
、
そ
の
策
定
だ
け
で
な
く
実
施
に
お

い
て
も
、
幅
広
い
非
政
府
セ
ク
タ
ー
・
民

間
セ
ク
タ
ー
の
積
極
的
な
参
加
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
企
業
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
採
択
文
書
の
な
か
で
、

企
業
の
も
つ
創
造
性
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

力
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
は
欠
か
せ
な
い
と

明
記
さ
れ
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１７
の
目
標
を
見
る
と
、「
あ

ら
ゆ
る
貧
困
を
な
く
す
」、「
あ
ら
ゆ
る
年

齢
の
す
べ
て
の
人
に
健
康
を
」
な
ど
、
高

い
理
想
を
掲
げ
た
目
標
が
並
ん
で
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
を
２
０
３
０
年

ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
処
療
法

的
な
取
り
組
み
で
は
な
く
根
本

原
因
に
ま
で
踏
み
込
み
、
政
策
、

金
融
、企
業
行
動
、市
場
の
ル
ー

ル
か
ら
、
消
費
者
行
動
、
人
々

の
価
値
観
に
至
る
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
連
動
し
た
、
社
会

全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
そ
の
中
心
的
推
進
力

と
し
て
、
大
き
な
変
革
を
も
た

ら
す
企
業
の
力
が
期
待
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

企
業
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

こ
う
し
た
大
き
な
社
会
変
革
を

担
う
こ
と
は
、
同
時
に
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
あ
る
試
算
に
よ
る
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
で
、

少
な
く
と
も
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１０
％
に
お

よ
ぶ
１２
兆
ド
ル
の
新
た
な
市
場
が
生
ま
れ
、

年
間
３
・
８
憶
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
と

い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
企

業
が
事
業
戦
略
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
組
み
込
む

動
き
が
、
世
界
中
の
い
た
る
所
で
大
き
な

流
れ
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

SDGs：２０３０年までに達成を目指す１７の目標
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経
団
連
企
業
行
動
憲
章

改
定
の
背
景
と
ポ
イ
ン
ト

日
本
で
も
、
多
く
の
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
着
目
し
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
を
加
速
す

る
の
が
、
２
０
１
７
年
１１
月
に
公
表
さ
れ

た
経
団
連
企
業
行
動
憲
章
の
改
定
で
す
。

企
業
行
動
憲
章
は
、
１
９
９
１
年
に
制
定

さ
れ
、
経
団
連
会
員
企
業
の
申
し
合
わ
せ

事
項
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
企
業

の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
す
も
の
で
す

が
、
拠
り
所
と
な
る
行
動
規
範
と
し
て
日

本
企
業
の
間
で
広
く
参
照
、
活
用
さ
れ
、

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
７
年
ぶ
り
に
憲
章
お
よ
び
実
行

の
手
引
き
が
大
幅
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

筆
者
は
改
定
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
座
長
と

し
て
、
メ
ン
バ
ー
企
業
や
経
団
連
事
務
局

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
こ
の
作
業
に
携
わ
り

ま
し
た
。
今
回
の
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
最
も
重
要
な
の
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
た
こ
と

で
す
。
企
業
は
創
造
性
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
力
を
生
か
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
企
業

自
体
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
考
え

が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
前
文
に
お
い
て
企
業
が

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を「
牽
引
す
る
」

役
割
を
担
う
と
う
た
い
、
ま
た
憲
章
・
手

引
き
全
体
を
通
し
て
旧
版
に
比
べ
て
よ
り

社
会
の
変
革
を
担
う
意
志
を
強
め
た
前
向

き
な
ト
ー
ン
で
書
い
て
い
ま
す
。

企業行動憲章
―持続可能な社会の実現のために―

一般社団法人日本経済団体連合会

１９９１年９月１４日 制定

２０１７年１１月８日 第５回改定

企業は、公正かつ自由な競争の下、社会に有用な付加価値および雇用の創

出と自律的で責任ある行動を通じて、持続可能な社会の実現を牽引する役割

を担う。そのため企業は、国の内外において次の１０原則に基づき、関係法令、

国際ルールおよびその精神を遵守しつつ、高い倫理観をもって社会的責任を

果たしていく。

（持続可能な経済成長と社会的課題の解決）

１．イノベーションを通じて社会に有用で安全な商品・サービスを開発・提

供し、持続可能な経済成長と社会的課題の解決を図る。

（公正な事業慣行）

２．公正かつ自由な競争ならびに適正な取引、責任ある調達を行う。また、

政治、行政との健全な関係を保つ。

（公正な情報開示、ステークホルダーとの建設的対話）

３．企業情報を積極的、効果的かつ公正に開示し、企業をとりまく幅広いス

テークホルダーと建設的な対話を行い、企業価値の向上を図る。

（人権の尊重）

４．すべての人々の人権を尊重する経営を行う。

（消費者・顧客との信頼関係）

５．消費者・顧客に対して、商品・サービスに関する適切な情報提供、誠実

なコミュニケーションを行い、満足と信頼を獲得する。

（働き方の改革、職場環境の充実）

６．従業員の能力を高め、多様性、人格、個性を尊重する働き方を実現する。

また、健康と安全に配慮した働きやすい職場環境を整備する。

（環境問題への取り組み）

７．環境問題への取り組みは人類共通の課題であり、企業の存在と活動に必

須の要件として、主体的に行動する。

（社会参画と発展への貢献）

８．「良き企業市民」として、積極的に社会に参画し、その発展に貢献する。

（危機管理の徹底）

９．市民生活や企業活動に脅威を与える反社会的勢力の行動やテロ、サイ

バー攻撃、自然災害等に備え、組織的な危機管理を徹底する。

（経営トップの役割と本憲章の徹底）

１０．経営トップは、本憲章の精神の実現が自らの役割であることを認識して

経営にあたり、実効あるガバナンスを構築して社内、グループ企業に周

知徹底を図る。あわせてサプライチェーンにも本憲章の精神に基づく行

動を促す。また、本憲章の精神に反し社会からの信頼を失うような事態

が発生した時には、経営トップが率先して問題解決、原因究明、再発防

止等に努め、その責任を果たす。
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新
設
し
た
条
項
の
ね
ら
い

憲
章
の
第
１
条
で
は
、Society

5.0

（
※
）

の
実
現
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
、

と
い
う
考
え
方
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、Society

5.0

に
向
け
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
健
康
・
医
療
、

農
業
・
食
料
、
環
境
・
気
候
変
動
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
、安
全
・
防
災
、人
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
平
等
な
ど
の
社
会
的
課
題
の
解
決
と
経

済
成
長
を
両
立
さ
せ
る
う
え
で
、
企
業
は

カ
ギ
を
握
る
存
在
な
の
で
す
（
イ
メ
ー
ジ

図
参
照
）。

ま
た
、
改
定
憲

章
の
も
う
一
つ
の

特
徴
は
人
権
尊
重

を
強
調
し
た
こ
と

で
す
。
人
権
に
関

す
る
第
４
条
を
新

設
し
て
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
も
含

め
人
権
侵
害
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
、

包
摂
的
な
社
会
づ

く
り
を
通
じ
て
人

権
の
増
進
に
貢
献

す
る
こ
と
な
ど
を

企
業
に
促
し
て
い

ま
す
。「
誰
一
人

置
き
去
り
に
し
な

い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念

を
憲
章
に
組
み
込

ん
だ
も
の
、
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
企

業
は
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

「
い
い
と
こ
ど
り
」
す
る
の
で
は
な
く
、

人
権
侵
害
な
ど
社
会
に
与
え
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
イ
ン
パ
ク
ト
の
予
防
・
緩
和
に
も
し
っ

か
り
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と

ロ
ー
カ
ル
な
実
践

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
１７
の
独
立
し
た
目
標
の
寄

せ
集
め
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
体
系
と
し

て
す
べ
て
が
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、
総

合
的
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一 ミャンマーでの農民向け天候保険の説明（損保ジャパン日本興亜）

Society５．０のイメージ図

※Society５．０…狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に次ぐ近未来の社会を指し、IoT（Internet of Things）や AI、
ロボットなどの革新技術を最大限活用して、一人ひとりのニーズにきめ細かく応えながら社会全体を最適化することをね
らった人間中心の超スマート社会。２０１６年１月に日本政府が閣議決定した第５期科学技術基本計画において提唱された。
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方
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
レ
ベ
ル
で
は
、

企
業
は
自
社
の
事
業
と
関
連
性
の
高
く
、

よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
む
項
目
を

中
心
に
、
自
社
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
選
択

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
む
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
様
に
、
企
業
行
動
憲
章
も
前
文
と
憲

章
本
文
１０
ヵ
条
は
す
べ
て
の
経
団
連
会
員

企
業
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
精
神
の

実
現
に
向
け
て
は
、
各
社
が
業
種
・
業
態
、

事
業
の
特
徴
、
経
営
理
念
、

実
情
や
能
力
に
あ
わ
せ
実

践
し
て
い
く
も
の
で
す
。

今
回
、
各
社
の
実
践
に

よ
り
役
立
つ
よ
う
に

１
６
５
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ

改
定
版
「
企
業
行
動
憲
章

実
行
の
手
引
き
」
も
発
表

し
ま
し
た
（
経
団
連
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
か
ら
全
文
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。
手

引
き
に
は
、
法
令
遵
守
に

関
わ
る
も
の
か
ら
、
リ
ス

ク
管
理
と
し
て
必
要
な
事

項
、
経
団
連
が
会
員
企
業

の
自
主
的
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
環
境
や
労
働

に
関
わ
る
事
項
、
さ
ら
に

は
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

ま
で
、
実
践
に
役
立
つ
具
体
的
な
情
報
や

取
り
組
み
ヒ
ン
ト
が
満
載
で
す
。
今
回
の

改
定
を
機
に
、
事
務
局
の
ご
尽
力
で
、
写

真
や
コ
ラ
ム
な
ど
も
交
え
た
親
し
み
や
す

い
も
の
へ
と
体
裁
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
有
効
活
用
し
て
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
、
大
企
業
も
中
小
企
業
も
、
自

社
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
主
体
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

採
択
か
ら
２
年
で
今
や
世
界
の
共
通
言

語
と
な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
、
そ

の
理
念
や
根
本
原
則
を
含
め
て

よ
く
理
解
し
、
大
幅
改
定
さ
れ

た
企
業
行
動
憲
章
や
実
行
の
手

引
き
を
具
体
的
な
行
動
指
針
と

し
て
活
用
し
な
が
ら
、
持
続
可

能
で
誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
課
題
や
地
域
課
題
へ
の
解

決
策
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
）
提
供
に
多
く
の
日
本

企
業
が
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

経団連企業行動憲章シンポジウムの様子

グループ幹部のSDGs研修（損保ジャパン日本興亜）企業行動憲章実行の手引きも大きく改定しました
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中
部
地
方
に
お
け
る
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の

取
り
組
み
文
・
写
真 

◎ 

住
友
理
工
株
式
会
社　

C
S
R
部
長（
中
部
地
方
E
S
D
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
企
画
運
営
委
員
）　

戸
成　

司
朗

は
じ
め
に

私
は
名
古
屋
に
本
社
を
置
く
自
動
車
部

品
メ
ー
カ
ー
の
住
友
理
工
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
部
地
方
Ｅ

Ｓ
Ｄ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
企
画
運
営
委

員
を
務
め
、
企
業
の
視
点
で
持
続
可
能
な

社
会
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
個

人
と
し
て
も
特
定
非
営
利
活
動
法
人
中
部

プ
ロ
ボ
ノ
セ
ン
タ
ー
共
同
代
表
理
事
と
し

て
、
社
会
人
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
の
立

場
か
ら
、
ま
た
、
中
部
地
方
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
企
業
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
、
中
部
地
方
Ｅ
Ｓ
Ｄ

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
も
た
ら
す

「
リ
ス
ク
」
と
「
機
会
」

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
の
９０
％
以
上
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識

し
、
７０
％
以
上
が
す
で
に
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
企

業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
の
で
し
ょ
う

か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世
界
が
２
０
３
０
年
に

実
現
し
た
い
社
会
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
企
業
に
と
っ
て
羅
針
盤
だ
と
い
え
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
基
本
に
各
国
政
府
は
法
制
化

の
動
き
を
強
め
る
で
し
ょ
う
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
は
じ
め
と
し
た
市
民
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏

ま
え
、
企
業
を
見
る
目
が
厳
し
く
な
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

企
業
は
積
極
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し

た
対
応
を
し
な
け
れ
ば
、
企
業
の
持
続
可

能
性
に
赤
信
号
が
灯
り
ま
す
。こ
れ
が「
リ

ス
ク
」
で
す
。
一
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
社
会

課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
問
題
解
決
）

の
機
会
と
考
え
、
各
国
政
府
が
戦
略
的
に

動
き
、
市
民
も
環
境
や
社
会
に
配
慮
し
た

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
エ
シ
カ
ル

消
費
を
含
め
、
真
に
豊
か
な
社
会
に
向
け

て
行
動
す
る
時
、
企
業
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
れ
が「
機

会
」
で
す
。

未
来
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

企
業
は
自
社
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
原
材
料
の
調
達
か
ら
物
流
、
製
造
、
販

売
、
使
用
、
廃
棄
、
再
利
用
）
の
中
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１７
の
目
標
が
ど
こ
に
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
更

に
自
社
が
重
点
と
し
て
取
り
組
む
優
先
課

題
を
絞
り
込
み
目
標
設
定
を
行
い
ま
す
。

こ
の
時
大
切
な
の
は
、「
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・

イ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
す
。
従
来
、
日

本
の
企
業
は
「
イ
ン
サ
イ
ド
・
ア
ウ
ト
・

ア
プ
ロ
ー
チ
」
す
な
わ
ち
、
現
状
の
自
社

の
技
術
な
ど
、
内
部
的
要
因
か
ら
将
来
を

予
測
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
で
は
２
０
３
０
年
の
社
会
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
も

の
は
何
か
を
ま
ず
考
え
、
そ
の
た
め
に
自

社
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を

考
え
る
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
イ
ン
の
発
想
が

カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
企
業
の
方
が
疑
問
に
思
わ
れ
る

の
は
、
新
た
な
概
念
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営

中部地方ESD活動支援センター主催
の北陸研究会では講義をさせていただ
きました
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を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
日
本
語
訳
す
る
と「
企
業
の
社

会
的
責
任
」と
な
り
ま
す
が
、企
業
に
と
っ
て

は「
責
任
」だ
と
受
け
身
に
受
け
止
め
が
ち

で
す
。Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
原
語"C

orporate
Social

R
esponsibility

"

のR
esponsibility

は

R
esponse

（
応
え
る
）＋A

bility

（
能
力
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経

営
は
「
企
業
が
社
会
の
期
待
に
応
え
る
能

力
を
高
め
る
こ
と
」
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
の
未
来
指
標
で

あ
る
と
い
え
る
の
で
す
。

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
親
和
性

中
部
地
方
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
学
校
教
育
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可

能
な
教
育
開
発
）
の
取
り
組
み
に
加
え
、

企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
も
う
一
つ
の
柱
に
据
え
、
東
海
研
究
会

と
北
陸
研
究
会
を
「
企
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
１２
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た
北

陸
研
究
会
で
は
、
富
山
県
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
と
福

井
県
の
清
川
メ
ッ
キ
工
業
に
「
企
業
が
取

り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
事

例
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
者

と
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
の
活
動
を
意
識

し
て
行
っ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
発
表
で
改
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

の
親
和
性
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

企
業
の
持
続
可
能
性
は
持
続
可
能
な
社

会
無
し
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
石
川
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
の
発
信
を
期
待
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

清川メッキ工業は、キャリア教育を通した成長の
好循環を示しました

YKKは、持続可能な社会づくりを目指す「パッシ
ブタウン」の取り組みを紹介しました

バリューチェーンにおけるそれぞれの領域で、各企業がSDGsの目標に即して「正の影響の強化」
「負の影響の最小化」を優先課題とすることが求められています（「SDG Compass」日本語訳
「SDGsの企業行動指針」より引用）

２０１７年１２月２０日にESD研究会が金沢で開かれ
ました
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文
・
写
真 

◎ 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

中
里　

茂

石
川
県
の
企
業
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
創
出
す
る
持
続
可
能
な

社
会
〜
コ
マ
ニ
ー
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〜

小
松
市
で
オ
フ
ィ
ス
や
工
場
・
病
院
な

ど
に
設
置
す
る
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
間
仕

切
り
）
を
製
造
し
て
い
る
コ
マ
ニ
ー
株
式

会
社
は
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通
じ
て
人
と
環

境
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
持
続
可
能

な
社
会
を
築
い
て
い
く
と
い
う
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
方
針
の
も
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
る
様
々
な
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

木の「ぬくもり」を取り入れた学校のパーティ
ション

快
適
空
間
・
機
能
空
間
を

創
出
す
る
モ
ノ
づ
く
り

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
、
人
が
よ
り
良

く
働
き
、
よ
り
良
く
学
び
、
よ
り
良
く
生

き
る
た
め
の
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
機
能

・
効
果
が
あ
り
ま
す
。
コ
マ
ニ
ー
は
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
通
し
て
人
々
や
社

会
の
進
歩
発
展
に
貢
献
し
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及

地
球
温
暖
化
を
抑
え
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
本
社
工
場
の
屋
上
に

１
９
２
０
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

森
林
保
全
活
動

２
０
１
３
年
か
ら
始
め
た
小
松
市
の

�
コ
マ
ニ
ー
絆
の
森
�
で
は
、
二
酸
化
炭

素
を
吸
収
し
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
森
林
の
整
備

・
保
全
を
図
る
た
め
、
社
員
や
家
族
等
が

ク
ロ
マ
ツ
の
植
樹
や
管
理
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

本社工場屋上に設置した
太陽光パネル

コマニー絆の森での森林整
備活動（クロマツの植樹）

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
活
動

水
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

カ
ン
ボ
ジ
ア
農
村
部
の
人
た
ち
の
生
活
を

改
善
す
る
た
め
、
２
年
前
か
ら
カ
ン
ボ
ジ

ア
支
援
を
始
め
ま
し
た
。
安
心
で
き
れ
い

な
水
を
提
供
す
る
た
め
の
井
戸
の
設
置
や
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
本
や
本
棚
等
の
支
援
を
行

い
、
２
０
１
８
年
１
月
に
は
図
書
館
も
完

成
し
ま
し
た
。

カンボジアの子どもたちに本や教材を支援

12

特集  SDGsと企業 ～明るい未来のために私たちが今できること～

廃棄物管理へのソリューション

農業、環境、エネルギー等へのソリューション

未利用バイオマス

バイオマス炭化装置

バイオ炭

下水汚泥

食品残渣

間伐材

生ごみ

水　草

畜ふん

燃　料土壌改良材自然肥料

（未利用バイオマスを投入し炭化処理により再資源化する）

炭
化
技
術
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
〜
明
和
工
業
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〜

国
際
的
な
環
境
問
題
に

バ
イ
オ
マ
ス
技
術
で
挑
む

金
沢
市
の
明
和
工
業
株
式
会
社
は
、
畜

ふ
ん
、
汚
泥
、
野
菜
残
さ
等
の
有
機
物
を

炭
化
処
理
し
、
燃
料
ま
た
は
農
業
利
用
可

能
な
炭
化
物
へ
と
転
換
す
る
バ
イ
オ
マ
ス

炭
化
装
置
を
製
造
・
販
売
す
る
、
研
究
開

発
型
の
地
元
企
業
で
す
。

近
年
、
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
、
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
で
は
急
激
な
経
済
発
展
と
人
口

増
加
が
進
む
一
方
、
廃
棄
物
な
ど
の
適
正

な
処
理
が
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
農
業
や

漁
業
の
発
展
ま
で
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
明
和
工
業
が
有
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
炭
化
技
術
は
こ
う
し
た
問
題
解

決
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
イ

ン
ド
で
は
地
元
企
業
と
と
も
に
富
栄
養
湖

の
水
草
を
炭
化
し
、
水
環
境
の
改
善
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
で
は
、
地
元

自
治
体
や
国
際
協
力
機
構
等
と
の
連
携
事

業
を
通
じ
て
野
菜
残
さ
を
炭
化
し
、
で
き

た
炭
化
物
を
周
辺
地
域
の
農
業
用
肥
料
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
循
環
型
社
会
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

明
和
工
業
が
取
り
組
む
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
国
際
社
会
が
持
続
可
能
な
世
界
の
実

現
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
一

環
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

排
水
処
理
汚
泥
が
自
然
肥

料
に
生
ま
れ
変
わ
る

ま
た
、
炭
化
技
術
に
よ
る
循
環
型
社
会

の
実
現
は
、
海
外
に
限
ら
ず
国
内
（
特
に

石
川
県
）
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
産
業
廃
棄
物
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
た
食
肉
処
理
場
の
排
水
処
理
汚
泥

を
炭
化
し
、
自
然
肥
料
お
よ
び
土
壌
改
良

材
と
し
て
利
用
可
能
に
し
た
商
品
「
肥
炭

粉
（
ぴ
っ
た
ん
こ
）」
は
、
２
０
１
６
年

に
は
「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
大
賞
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
肥
炭
粉
は
県
内
農
家
や
Ｊ
Ａ
等

と
の
連
携
の
も
と
で
普
及
が
図
ら
れ
、
地

域
ぐ
る
み
の
循
環
型
社
会
の
実
現
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

排水処理汚泥を炭化した肥料「肥炭粉」

バイオマス利活用事業のイメージ
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男
女
の
区
別
な
く
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
や

教
育
の
実
現
〜
金
沢
機
工
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〜

県
内
企
業
で
は
い
ち
早
く

環
境
問
題
に
取
り
組
む

金
沢
機
工
株
式
会
社
は
、
１
９
４
６
年

に
創
業
し
、
機
械
工
具
・
機
器
な
ど
、
生

産
財
の
販
売
を
通
じ
て
北
陸
の
も
の
づ
く

り
に
貢
献
す
る
専
門
商
社
で
す
。
環
境
問

題
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
２
０
０
３
年
８

月
に
県
内
で
い
ち
早
く
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
取
得
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
の
削
減
、
商
社
と
し
て
環
境

に
配
慮
し
た
製
品
の
販
売
・
普
及
や
太
陽

光
発
電
の
活
用
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
、
環
境
改
善
活
動
だ
け
で

な
く
社
会
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
対
処

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
Ｓ
Ｒ
」
の
取
得
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

女
性
や
外
国
人
の
力
を

職
場
に
生
か
す

金
沢
機
工
は
「
企
業
は
人
な
り
」
の
理

念
の
も
と
、
人
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
年
齢
・
性
別
・
国

籍
に
関
係
な
く
活
躍
で
き
る
職
場
を
提
供

す
る
会
社
を
目
指
し
て
、
外
国
人
を
正
社

員
と
し
て
採
用
す
る
ほ
か
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
で
男
女
が
共
に
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
や
、
女
性
の
能

力
を
活
か
し
活
躍
で
き
る
よ
う
女
性
の

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
・
活
躍

の
推
進
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

社員が講師となり勉強会を実施他社女性社員との交流会

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
し
、
２
０
１

５
年
６
月
に
金
沢
市
か
ら
、
女
性
が
能
力

を
発
揮
し
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
し
て

「
女
性
活
躍
促
進
モ
デ
ル
企
業
」
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
４
年
か
ら

は
外
国
人
留
学
生
の
社
会
人
教
育
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
金
沢
市
内
の
留
学
生
を

対
象
に
、
社
会
人
、
企
業
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た

め
の
生
活
体
験
や
職
場
体
験
の
交
流
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

企業見学会留学生交流会（外国人と一緒に料理づくり）

取り組みは１、２、
２SR、２Enの４つ
のステップで登録
されます

KES環境マネジメントシステム登
録証。KESとは、地球環境改善の
取り組みに対して認証される規格
です
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能
登
の
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動

〜
の
と
し
ん
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〜

自
然
の
恵
み
を
生
み
出
す

能
登
の
森
林
を
保
全
す
る

七
尾
市
に
本
店
を
置
く
「
の
と
共
栄
信

用
金
庫
（
略
称：

の
と
し
ん
）」
は
、
能

登
の
か
け
が
え
の
な
い
環
境
を
保
全
し
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
自
然
豊
か

な
ふ
る
さ
と
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は

企
業
と
し
て
の
社
会
的
責

任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
金
融
機
能
を

通
じ
て
積
極
的
に
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る

中
能
登
町
石
動
山
で
の
森

づ
く
り
活
動
は
２
０
０
８

年
６
月
か
ら
始
め
、
今
回

で
２０
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

の
と
し
ん
が
森
づ
く
り
活

動
を
行
う
理
由
は
、
能
登

の
自
然
環
境
へ
の
思
い
か

ら
き
て
い
ま
す
。
森
林
は

自
然
（
山
、
里
、
海
）
の

恵
み
を
生
み
出
す
源
で
あ

り
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
吸
収
す
る
機

能
を
は
じ
め
、
様
々
な
公
益
的
機
能
を
持

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
森
林
の
減
少
や

手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
森
林
の
劣
化
が
進

ん
で
お
り
、
地
域
密
着
型
金
融
機
関
と
し

て
森
づ
く
り
活
動
（
植
林
や
枝
打
ち
、
下

刈
り
、
施
肥
等
の
管
理
）
が
必
要
と
の
考

え
か
ら
、
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。ま

た
、
２
０
１
４
年
１１
月
か
ら
は
、
能

登
島
で
の
「
の
と
じ
ま
松
林
再
生
」
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
学
校
児
童
に
対
す
る

環
境
学
習
活
動

の
と
し
ん
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
七

尾
市
、
中
能
登
町
の
全
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
環
境
学
習
へ
の
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
環
境
学
習
の
目
的
は
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
関
心

を
持
ち
、
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
環
境
保
全

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
自
然
を
愛

し
人
を
思
い
や
る
心
を
育
み
、
将
来
の
地

域
社
会
の
担
い
手
と
な
っ
て
も
ら
う
た
め

で
す
。
今
回
で
９
回
目
と
な
る
児
童
環
境

学
習
活
動
発
表
会
で
は
１５
校
の
児
童
が
１

年
間
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
環
境
保
全

や
調
査
活
動
、
エ
コ
活
動
な
ど
の
取
り
組

み
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

石動山での森林整備活動（植林）

学習内容をまとめたパネル

七尾サンライフプラザでの児童環境学習活動発表会
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文
・
写
真 

◎ 

金
沢
星
稜
大
学
経
済
学
部
教
授　

新　

広
昭

大
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
大
学

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

は
、
日
本
も
国
家
戦
略
と
し
て
そ
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
総
合
的
か

つ
効
果
的
な
推
進
の
た
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

本
部
が
設
置
さ
れ
、
２
０
１
７
年
１２
月
に

は
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０

１
８
』
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
で

は
、

（
１
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
連
動
し
た
「S

o
c
ie
ty

5
.0

」
の
推
進

（
２
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と
し
た
地
方

創
生

（
３
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
担
い
手
で
あ
る
次
世

代
・
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

以
上
の
３
点
を
政
策
の
柱
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
政
策
の
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス（
原
動
力
）の
ひ
と
つ
と

し
て
、
大
学
の
持
つ
教
育
・
研
究
機
能
に

対
す
る
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

大
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
先
進
的
取
り
組
み

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
大
学
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
は
（
２
０
１
７

年
時
点
で
は
）
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
え
る

状
況
で
す
。
そ
の
な
か
で
も
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
、
日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

研
究
の
第
一
人
者
と
い
え
る
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
の
蟹
江
憲
史
研
究
室
、
産
官
学

連
携
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を
掲
げ
た

金
沢
工
業
大
学
、
全
学
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
コ

ミ
ッ
ト
す
る
岡
山
大
学
の
３
例
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

情
報
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
金
沢
工
業
大
学
と
岡
山
大
学
に

つ
い
て
は
、
第
１
回
「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ア
ワ
ー
ド
」（
２
０
１
７
年
１２
月
）
に

お
い
て
、
金
沢
工
業
大
学
が
副
本
部
長
賞

を
、
岡
山
大
学
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

石川県ではSDGsと深いかかわりのあるESDの一環として、大学、行政、報道機関、地域住民のパート
ナーシップによる海岸保全活動「学生クリーンビーチいしかわ」が開催されています
（主催・学生クリーンビーチいしかわ実行委員会）
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慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

蟹
江
研
究
室

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
蟹
江
研
究
室
の
次

の
６
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

①
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｎ：

持
続
可
能
な
開
発
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②F
u
tu
re
E
a
rth
：

持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
を
目
指
す
新
し
い
国
際
協
働
研

究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

③
オ
リ
パ
ラ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

④
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
２
０
３
０：

企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
促
進
を
目
的
と
し
た
日
本
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ

⑤
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）か

ら
み
た
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑥
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
サ
イ
ト
の
お
す
す
め
は
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
は
何
か
？
」
と
い
う
１１
分
程
度
の

動
画
で
す
。
蟹
江
教
授
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特
徴
と
は
何
か
、

政
府
、
企
業
、
地
方
自
治
体
は
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
現
に
向
け
て
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
何
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
に
答
え

る
と
い
う
内
容
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ

上
で
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

金
沢
工
業
大
学

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
×
ビ
ジ
ネ
ス
×

地
方
創
生
×
産
官
学
連
携
」

「K
IT
SD
G
s
R
eport

」
を
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
、
大
学
全
体

で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
情
報
発

信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
情
報
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
学
部
の
平
本
督
太
郎
先
生
を
中
心

と
し
た
産
官
学
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
に

結
び
付
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

岡
山
大
学

「
岡
山
大
学
×
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」

岡
山
大
学
で
は
、『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

る
岡
山
大
学
の
行
動
指
針
』
の
も
と
全
学

を
挙
げ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
先
進
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
サ
イ
ト
で
は
次
の
３
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
岡
山
大
学
の
行
動

指
針
と
実
績

②
岡
山
大
学
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
事
例
集

岡
山
大
学
の
研
究
・
教
育
活
動
を
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
連
付
け
（
紐
つ
け
）
し
た
事

例
集
で
あ
り
、
他
大
学
に
も
非
常
に
参

考
に
な
り
ま
す
。

③「
大
学
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
」日
本

語
翻
訳
版
（
２
０
１
７
・
１１
）（
※
）

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
な
ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
大
学
に
関
係
す
る
の
か
、
大
学
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
（
図

１
参
照
）、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
統
合
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
ガ
イ
ド
な
ど
、
大
学
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
た
め
の
極
め
て
有
用

な
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。
大
学
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、
大
学
と
の
連
携
を
志

向
し
て
い
る
各
主
体
の
方
に
は
ぜ
ひ
ご

一
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※「 the Sustainable Development
Solutions Network（SDSN）－Australia/
Pacific. The Australasian Campuses
Towards Sustainability（ACTS）お よ び
the global SDSN Secretariat との協働」
により作成された「GETTING STARTED
WITH THE SDGs IN UNIVERSITIES」を、
狩野光伸（岡山大学・日本学術会議）翻訳、
SDSN Japan／蟹江憲史（慶應義塾大学・
SDSN Japan）監修により作成されたガイ
ドブック。

お
わ
り
に

少
子
化
の
波
の
中
、
日
本
の
大
学
は
、

地
方
創
生
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
、

若
い
世
代
へ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
そ

の
研
究
・
教
育
機
能
を
発
揮
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
退
場
を
命
じ
ら
れ
か
ね
な
い
存

在
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域

社
会
も
そ
の
活
性
化
の
た
め
に
大
学
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
連
携
の
た
め
の
共

通
言
語
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
極
め
て
有
効

で
あ
り
、
大
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

SDGsに関する研究
・学術的・学際的研究

SDGsに連携した
ガバナンスと業務
・大学の報告に組み込む

持続可能な開発のため
の教育（ESD）
・SDGsを実装する仕事

社会貢献
・分野横断的な対話と行動
・政策立案と提言
・アカデミアの役割の提言
・アカデミアの貢献を示す

・能力開発
・若者の動機づけ

・革新とソリューション
・国及び地域への実装
・研究能力向上

研究 教育

業務と
ガバナンス

外部に向けた
リーダーシップ

図１ SDGsへの大学の貢献の全体像
出展：「大学でSDGsに取り組む」日本語翻訳版ｐ１０、Figure２をもとに作成
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文
・
写
真 

◎ 

環
境
省
地
球
環
境
審
議
官　

高
橋　

康
夫

文
・
写
真
◎
環
境
省
地
球
環
境
審
議
官

高
橋

康
夫

第
３
回
国
連
環
境
総
会（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
３
）の

成
果
に
つ
い
て

レポート

２
０
１
７
年
１２
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
で
「
第
３
回
国
連
環
境
総
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
３
）」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
私
以
下
、

環
境
省
及
び
外
務
省
か
ら
職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
会
議
の
成
果
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
環
境
行
政
の
展
開
に
つ
い
て
少
し
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
と
は

国
連
環
境
総
会
（U

nited
N
ations

E
nvironm

ent
A
ssem

bly,

以
下
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ａ
）
の
主
催
者
は
環
境
問
題
を
扱
う
国
連

機
関
で
あ
る
、
国
連
環
境
計
画
（U

nited

N
ations

E
nvironm

ent
P
rogram

m
e,

以
下
U
N
E
P
）
で
す
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
１

９
７
２
年
に
設
立
さ
れ
、
オ
ゾ
ン
層
保
護

の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
や
生
物
多
様
性

条
約
、
最
近
で
は
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条

約
等
、
環
境
条
約
の
策
定
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
意
思
決
定
機

関
で
あ
り
、
原
則
２
年
に
１
回
、
ナ
イ
ロ

ビ
に
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
本
部
で
総
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
５８
カ
国
の
理

事
国
で
構
成
さ
れ
た
管
理
理
事
会
で
し
た

が
、
２
０
１
２
年
の
国
連
持
続
可
能
な
開

発
会
議（
リ
オ
＋
２０
）に
お
い
て
、
１
９
３

の
国
連
加
盟
国
す
べ
て
が
参
加
す
る
総
会

と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
今

回
で
３
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
約
１
６
０
カ
国
か
ら
環
境
大

臣
や
環
境
を
担
当
す
る
政
府
機
関
の
幹
部

が
代
表
と
し
て
出
席
し
、
ホ
ス
ト
国
の
ケ

ニ
ア
か
ら
は
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大
統
領
が
冒
頭

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の

ソ
ー
ル
ハ
イ
ム
事
務
局
長
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
元
環
境
・
開
発
援
助
大
臣
）
の
ほ
か
、

関
係
す
る
国
際
機
関
の
代
表
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も

参
加
し
ま
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
３
の
成
果

会
議
で
は
環
境
保
全
の
幅
広
い
分
野
で

の
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
今
回
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
汚
染
の
な
い
地
球
へ
向

け
て
」
と
い
う
閣
僚
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
大
気
、
土
地
及
び

土
壌
、
淡
水
並
び
に
海
洋
の
環
境
汚
染
の

防
止
、
緩
和
及
び
管
理
の
た
め
の
行
動
の

拡
大
を
約
束
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
海
洋
ご
み
、
環
境
と
保
健
な
ど

に
関
す
る
１４
本
の
決
議
等
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
近
年
国
内
外
で
関
心
の
高
ま

っ
て
い
る
海
洋
ご
み
に
関
す
る
決
議
で
は
、

UNEPのソールハイム事務局長（左）
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海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
及
び
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対
処
す
る
た
め
、
課
題

や
対
応
策
を
さ
ら
に
精
査
す
る
専
門
家
グ

ル
ー
プ
会
合
を
招
集
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
回
会
合
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ａ
４
）

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
３
月
１１
日
か

ら
１５
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

我
が
国
か
ら
の
発
信

会
議
で
は
各
国
代
表
か
ら
の
各
４
分
程

度
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
か

ら
は
、
今
後
重
要
と
考
え
ら
れ
る
分
野
と

し
て
、
以
下
の
５
点
を
述
べ
ま
し
た
。

①
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
政
府
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
環
境
と

経
済
・
社
会
の
諸
課
題
の
同
時
解
決
を

目
指
し
て
い
く
。

②
ア
ジ
ア
地
域
で
深
刻
な
大
気
汚
染
の
改

善
の
た
め
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
ク
リ
ー
ン

・
エ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ａ
Ｐ

Ｃ
Ａ
Ｐ
）
等
の
枠
組
み
を
通
じ
て
協
力

し
て
い
く
。

③
海
洋
ご
み
対
策
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法

の
国
際
的
な
調
和
に
向
け
た
取
り
組
み

を
含
め
て
協
力
し
て
い
く
。

④
水
俣
条
約
発
効
を
踏
ま
え
、

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
等
と
連
携
し
つ

つ
国
際
的
な
水
銀
対
策
に

貢
献
し
て
い
く
。

⑤
昨
年
７
月
策
定
し
た
「
環

境
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
基

本
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
途

上
国
に
お
け
る
廃
棄
物
処

理
等
の
環
境
イ
ン
フ
ラ
導

入
促
進
に
貢
献
し
て
い
く
。

ま
た
、
各
国
の
環
境
政
策

の
責
任
者
が
集
ま
る
総
会
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
良
い
機
会
で
す
。
今
回
も
、

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
モ
ン
ゴ
ル
、
米
国
、
イ
ラ
ン
等

の
代
表
と
、
今
後
の
協
力
の
進
め
方
等
に

つ
い
て
個
別
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
の
成
果
を
受
け
て

今
回
の
会
議
の

成
果
と
し
て
重
要

と
考
え
ら
れ
る
の

は
、
海
洋
ご
み
問

題
に
つ
い
て
、
国

際
的
な
取
り
組
み

を
議
論
す
る
場

（
専
門
家
グ
ル
ー

プ
会
合
）
が
設
定

さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
検
討
の

結
果
は
次
回
の
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ａ
４
に
報
告

さ
れ
た
う
え
で
、

今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
さ
ら
に
議

論
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の

課
題
に
対
す
る
関

心
は
高
く
、
ケ
ニ

ア
政
府
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
袋
の
禁
止

を
最
近
法
制
化
し
た
こ
と
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
は
、
一
昨
年
の
Ｇ
７
富
山

環
境
大
臣
会
合
で
も
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
測
定
方

法
の
国
際
調
和
に
も
主
導
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
積
極

的
に
議
論
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
。

UNEA３では多くの決議が採択されました。次回の開催は２０１９年３月です

日本政府代表のスピーチでは、５つの取り組みを発信しました

19



「
次
は
ど
ん
な
仕
掛
け
に
し
よ
う
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
試
行
錯
誤

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
す
ず
な
り

林

佑
香

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

能
登
す
ず
な
り
と
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
す
ず
な
り
は
能
登
半

島
の
最
先
端
、
珠
洲
市
の
中
心
部
に
位
置

し
、
旧
能
登
線
珠
洲
駅
跡
地
を
拠
点
と
し

て
平
成
２０
年
（
２
０
０
８
）
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
豊
か
な
地
域
資
源
を
広
く
発
信

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
観
光
振

興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
、
珠

洲
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
団
体
で
す
。
事
業
内
容
と
し
て
は
、

観
光
の
企
画
提
案
を
行
う
観
光
事
業
と
、

道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
物
産
事
業
の
２
つ

が
大
き
な
柱
で
す
。

平
成
２５
年
（
２
０
１
３
）
か
ら
は
本
格

的
に
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
ス
タ
ー

ト
し
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
企
画
は

「
岩
の
り
採
り
体
験
」

私
は
平
成
２５
年
（
２
０
１
３
）
に
入
社

し
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
知
識
も
な
く
、
手
探

り
で
企
画
を
進
め
て
い
る
状
態
で
し
た
。

近
隣
団
体
の
体
験
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

初
め
て
企
画
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
岩
の

り
採
り
体
験
」
で
す
。
奥
能
登
の
冬
の
風

物
詩
で
あ
る
岩
の
り
を
参
加
者
が
実
際
に

採
り
に
行
き
、
成
形
・
乾
燥
さ
せ
て
マ
イ

岩
の
り
を
作
る
内
容
で
す
。「
こ
れ
は
こ

れ
ま
で
ど
こ
で
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
！
」
と
自
信
を
持
っ
て
打
ち

出
し
ま
し
た
が
、
集
客
で
苦
戦
し
、
参
加

者
は
関
係
者
が
多
く
実
質
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
よ
う
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
の
り
採
り
は
波
が
打
ち
寄
せ
る
海

岸
で
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
作
業
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
の
安
全
確
保
に
ヒ

ヤ
ヒ
ヤ
し
た
記
憶
が
今
で
も
よ
み
が
え
り

ま
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
い
し
か
わ
自
然
学
校

い
し
か
わ
自
然
学
校
は
、
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
事
業
者
、
指
導
者
養
成
講
座
の
修
了
生
の
有
志
か
ら
な
る
団
体
な
ど
、
多
く

の
、
そ
し
て
多
彩
な
主
体
に
よ
っ
て
、
年
間
４
０
０
を
超
え
る
数
の
自
然
体
験
・
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
平
成

１５
年
（
２
０
０
３
）
に
開
講
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
今
期
末
ま
で
に
２
１
４
名
が
修
了
し
て
い
ま
す
。
修
了
生
に
は

実
施
団
体
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
方
や
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
同
志
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
活
動
を
継
続
し
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
、
珠
洲
市
の
道
の
駅
を
拠
点
に
様
々
な
活
動
を
展
開
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
す
ず
な
り
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

当初は集客に苦戦した「岩のり採り体験」

活動の拠点となる道の駅の「すずなり館」
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い
し
か
わ
自
然
学
校
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
学
ぶ

岩
の
り
体
験
の
企
画
と
同
時
並
行
で
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
た
め
、
い
し
か
わ
自
然
学
校
の
支
援

で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
３
回
に
わ
た
る
企
画
会
議
で

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
・
運
営
、
宣
伝
方

法
な
ど
を
一
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
加
え
、
い
し
か
わ
自
然
学
校
主
催
の
イ

ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て

学
習
し
ま
し
た
。

これまで手探りだった体験プログラム作りを一から学
びました

そ
の
後
、
企
画
し
た
の
が
「
つ
ば
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
。
市
花
が
椿
で
あ

り
、
椿
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
い
う
思

い
で
群
生
地
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。
以
前
の
経
験

か
ら
心
配
し
た
の
が
参
加
者
募
集
。
チ
ラ

シ
配
布
の
た
め
市
内
外
の
観
光
施
設
へ
足

を
運
び
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
の

協
力
の
お
か
げ
も
あ
り
１９
名
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

入
社
１
年
目
の
企
画
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
私
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
強
い
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
平
成
３０
年
（
２
０
１
８
）
で

５
回
目
を
迎
え
ま
す
が
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

く
、
す
ず
な
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
と
い
う
嬉
し
さ
の
反
面
、
今
後
は

参
加
者
が
飽
き
な
い
仕
掛
け
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
毎
年
頭
を
悩
ま
す
部
分
で
す
が
、

自
分
を
試
す
意
味
で
「
今
回
は
ど
ん
な
仕

掛
け
を
し
て
満
足
度
を
高
め
よ
う
か
」
と

試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
と
と

も
に
私
自
身
も
成
長
し
、
年
々
満
足
度
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

現
在
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
岩
の
り
採

り
、
つ
ば
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
、
季

節
に
合
わ
せ
て
山
菜
採
り
や
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
、
刺
し
網
・
地
引
き
網
体
験
、

キ
ノ
コ
狩
り
・
り
ん
ご
・
梨
狩
り
体
験
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
参
加
し
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案

し
、「
珠
洲
し
か
な
い
」「
珠
洲
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
付

加
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

砂浜で行う地引き網体験など、珠洲の自然と四季を活かしたイベ
ントを数多く企画しています

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
能
登
す
ず
な
り

電
話
／
０
７
６
８－

８
２－

４
６
８
８

メ
ー
ル
／in

fo
@
n
o
to
h
a
n
to
u
.jp

リピーターも多い人気イベント「つばきウォーキング」

珠洲市内の椿の群生地を歩いて回ります
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約
１
４
０
０
頭
の
乳
牛
が

飼
育
さ
れ
て
い
る

河
北
潟
干
拓
地
の
酪
農
団
地

み
な
さ
ん
は
、
河
北
潟
を
ご
存
知
で
す

か
？

ま
る
で
北
海
道
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
広
大
な
大
地
が
広
が
る
河
北
潟
干
拓
地

は
東
京
ド
ー
ム
２
９
０
個
分
、
湖
を
含
め

る
と
東
京
ド
ー
ム
４
８
０
個
分
の
広
さ
が

あ
り
ま
す
。
桜
の
並
木
道
や
黄
金
色
に
輝

く
麦
畑
、
３５
万
本
の
ひ
ま
わ
り
村
、
広
大

な
牧
草
地
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
広
が
っ

て
お
り
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
農
産
物
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
北
潟
酪
農
団
地
に
は
１７
施
設
の
牛
舎

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
乳
牛
が
約
１
４
０
０

頭
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
酪
農
団
地
で
生

産
さ
れ
る
生
乳
の
量
は
、
石
川
県
内
の
全

生
産
量
の
５０
・
５
％
（
９
８
４
７
ｔ
）
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
酪
農
団
地
で

発
生
す
る
牛
ふ
ん
を
有
機
資
源
と
し
て
有

効
に
活
用
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
性

の
高
い
農
業
、「
資
源
循
環
型
農
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
「
河
北
潟
ゆ
う
き

の
里
」
で
す
。

牛
ふ
ん
の
発
酵
と
汚
水
の
浄
化
に

微
生
物
の
力
を
活
用

「
河
北
潟
ゆ
う
き
の
里
」
は
平
成
１２
年

に
河
北
郡
内
�
町
で
設
立
さ
れ
、
現
在
は

２０
名
の
従
業
員
が
い
ま
す
。
河
北
潟
酪
農

団
地
か
ら
発
生
す
る
牛
ふ
ん
は
毎
日
８０
ｔ

か
ら
９０
ｔ
。
そ
れ
ら
を
回
収
し
、
１
年
間

に
１
万
１
０
０
０
ｔ
の
堆
肥
を
生
産
し
て

い
ま
す
。
生
産
さ
れ
た
堆
肥
の
多
く
は
、

牧
草
地
に
専
用
の
機
械
で
散
布
し
、
牛
の

飼
料
と
な
る
牧
草
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作

付
け
、
果
樹
や
野
菜
の
土
づ
く
り
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
閉
鎖
性
水
域
で
あ
る
河
北
潟
の

環
境
を
守
る
た
め
、
汚
水
浄
化
処
理
も
行

っ
て
い
ま
す
。
堆
肥
を
生
産
す
る
た
め
の

余
剰
な
水
を
回
分
槽
と
い
う
大
き
な
水
槽

に
流
し
込
み
、
微
生
物
の
力
を
活
性
化
さ

せ
て
分
解
し
、
水
を
キ
レ
イ
に
し
て
放
流

し
て
い
る
の
で
す
。

株式会社河北潟ゆうきの里は、酪農地が広がる河北潟干拓地
のほぼ中心に位置します

高
温
発
酵
に
よ
り

雑
菌
・
雑
草
を
抑
え

水
分
の
少
な
い
堆
肥
を
生
産

生
産
し
て
い
る
堆
肥
の
種
類
は
色
々
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
一
般
の
方
向
け
に
袋

詰
め
で
販
売
し
て
い
る
「
か
ん
と
り
ー

ス
ー
パ
ー
河
北
潟
」を
紹
介
し
ま
す
。「
か

ん
と
り
ー
ス
ー
パ
ー
河
北
潟
」
の
特
長
は
、

牛
ふ
ん
を
微
生
物
の
力
で
高
温
発
酵
（
８０

℃
以
上
）
さ
せ
た
も
の
で
、
嫌
な
臭
い
は

資
源
循
環
型
農
業
の
推
進
に
向
け
て

牛
ふ
ん
を
利
用
し
た
堆
肥
を
製
造

株
式
会
社
河
北
潟
ゆ
う
き
の
里

管
理
課

橋

美
智
子

河北潟酪農団地。晴れた日には牧草の収穫作業が見られることもあります
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あ
り
ま
せ
ん
。
高
温
で
発

酵
し
て
い
る
の
で
、
雑
菌

や
雑
草
の
種
な
ど
は
死
滅

し
、
安
全
に
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
。
一
般
的
な
堆

肥
と
比
べ
て
水
分
が
少
な

く
、
固
形
分
が
７０
％
も
あ

る
の
で
、
長
期
間
肥
料
効

果
を
持
続
し
ま
す
。

ま
た
、
土
壌
改
良
の
効

果
と
有
機
質
肥
料
の
効
果

が
あ
り
、
含
有
し
て
い
る

窒
素
の
１
割
が
速
効
性
窒

素
（
す
ぐ
効
く
）、
２
割

が
緩
効
性
窒
素
（
２
〜
３

ヶ
月
で
効
く
）、
７
割
が

地
力
窒
素
（
土
に
残
り
、

次
年
度
以
降
に
効
く
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
牛
ふ
ん

と
藁
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ

た
堆
肥
は
、
土
に
通
気
性

を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
適
度
に
固
ま
っ
た

土
の
粒
が
集
ま
り
、
そ
の

隙
間
に
空
気
が
入
る
こ
と

で
、
野
菜
栽
培
に
適
し
た

ふ
か
ふ
か
の
土
の
構
造

（
団
粒
構
造
）
に
し
て
く

れ
る
の
で
す
。「
か
ん
と

り
ー
ス
ー
パ
ー
河
北
潟
」
は
、
環
境
に
や

さ
し
い
安
全
な
農
業
の
味
方
で
す
。

地
域
と
連
携
し

資
源
循
環
型
農
業
を
推
進

自
然
に
優
し
い
土
づ
く
り
を
お
手
伝
い

す
る
こ
と
は
、
人
や
生
き
物
に
と
っ
て
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
繋
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
河
北
潟
の
環
境
を

守
り
地
域
と
連
携
し
た
「
資
源
循
環
型
農

業
」
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社
河
北
潟
ゆ
う
き
の
里

〒
９
２
０－

０
２
６
３

石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
湖
西
２
７
４－

２

電
話
／
０
７
６－

２
８
６－

２
８
４
４

粉末タイプとペレットタイプのほか、３００ｇ入り
の小さなサイズも
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津
幡
町
は
、
石
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
古
く
か
ら
加
賀
・
能
登
・
越
中
の

三
国
を
結
ぶ
重
要
な
拠
点
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。

町
の
約
３
分
の
２
が
豊
か
な
緑
に
包
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
本
州
屈
指
の
規

模
を
誇
る
石
川
県
森
林
公
園
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
海
側
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

石
川
県
津
幡
漕
艇
競
技
場
を
有
す
る
河
北

潟
は
、
潟
湖
と
し
て
県
内
一
の
広
さ
を
誇

り
ま
す
。
富
山
県
と
の
県
境
に
は
、
木
曽

か
ぎ
ゅ
う

義
仲
が
源
平
の
合
戦
で
「
火
牛
の
計
」
を

く

り

か

ら

用
い
た
と
さ
れ
る
倶
利
伽
羅
峠
も
あ
り
、

豊
か
な
自
然
と
深
い
歴
史
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
町
で
す
。

町
の
取
り
組
み

ポ
イ
捨
て
等
を
防
止
し
、
ご
み
の
な
い

美
し
い
生
活
環
境
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、

平
成
２４
年
（
２
０
１
２
）
に
津
幡
町
環
境

美
化
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
津
幡
町
ポ
イ
捨
て
等
防
止
指
導
員
」を

中
心
に
、
ポ
イ
捨
て
等
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

や
駅
前
、
商
業
施
設
店
頭
で
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
啓
発
チ
ラ
シ
配
布
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
ま
ち
づ
く
り
美
化
大
作

戦
」
と
称
し
、
春
と
秋
の
年
２
回
に
町
民

が
一
丸
と
な
っ
て
町
内
一
斉
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
清
掃
活

動
を
通
し
、
社
会
活
動
と
社
会
奉
仕
の
意

識
を
育
み
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
高
め
る
よ

い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町内で開催されている朝市にて、ポイ捨
て等防止指導員が揃いのベスト・腕章を
つけ、チラシ等を配布して啓発活動を行
っています

ご
み
を
資
源
に

津
幡
町
で
は
、
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
と
更
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
を
図

る
た
め
、
平
成
２１
年
（
２
０
０
９
）、
役

場
駐
車
場
内
に
常
設
資
源
回
収
施
設
「
レ

日
常
生
活
の
中
で
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
、

行
動
を
変
え
る

津
幡
町
環
境
水
道
部
生
活
環
境
課

細
川

彩
香

まちづくり美化大作戦では、朝早くから大勢の方が集まり、町内一斉に周辺のゴミ拾いや繁茂した草
刈り等を行います
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コ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。「
レ
コ
」
で
は
、

月
に
一
度
収
集
し
て
い
る
容
器
包
装
・
資

源
ご
み
の
ほ
か
、
新
聞
や
雑
紙
な
ど
の
古

紙
類
、
古
着
類
も
収
集
し
て
い
ま
す
。
常

時
開
設
し
て
い
る
た
め
、
年
々
利
用
者
数

は
増
加
し
、
今
で
は
一
日
５
０
０
人
以
上

の
方
が
利
用
し
て
お
り
、
町
内
全
体
に
お

け
る
容
器
包
装
・
資
源
ご
み
収
集
量
の
約

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
器
設
置
費
用
補

助
金
、
集
団
資
源
回
収
に
対
す
る
奨
励
金

交
付
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を

推
進
す
る
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動

そ
の
他
、
道
の
駅
「
倶
利
伽
羅
源
平
の

郷
」
に
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
制
約
の
高
ま
り
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
、
二
酸
化

炭
素
排
出
が
少
な
い
電
気
自
動
車
用
急
速

充
電
器
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
を
活
用
し
、
災
害
に

よ
る
停
電
時
の
電
力
供
給
源
と
な
る
太
陽

光
発
電
及
び
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
整
備
。

そ
れ
に
よ
っ
て
各
小
中
学
校
に
太
陽
光
発

電
を
用
い
た
街
路
・
避
難
誘
導
灯
を
設
置

す
る
な
ど
、
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
で
町
全
体
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

環
境
改
善
へ
意
識
を
高
め
る

今
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
問
題
、
資

源
枯
渇
問
題
は
連
日
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
あ
ま
り
実

感
が
湧
か
な
い
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と

感
じ
て
い
る
方
々
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
は

全
て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
日
々
の
生
活

に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
言

い
換
え
れ
ば
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
・
行

動
に
よ
っ
て
改
善
で
き
る
問
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

津
幡
町
で
は
、
少
し
で
も
問
題
改
善
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
活
動
を

通
し
て
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

津
幡
町
環
境
水
道
部
生
活
環
境
課

〒
９
２
９
‐
０
３
９
３

石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
字
加
賀
爪
ニ
３

電

話
／
０
７
６－

２
８
８－

６
７
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
７
６－

２
８
８－

５
６
４
６

メ
ー
ル
／seikatsukankyou@

town.tsubata.lg.jp

太陽光発電及び蓄電池システムを搭載することで、停電時でも街路・避難誘導
灯として活用できます

常設資源回収施設「レコ」。年中無休・２４時間開設しており、多様化する
町民のライフスタイルに合わせています

電気自動車用の急速充電器。富山県との県境近くに
設置されており、県内外から年間約４６０件もの利用
がありました（平成２８年度）
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「
里
海
の
豊
か
さ＝

食
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
対
意
見
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

私
の
住
む
能
登
島
で
は
、
住
人
は
自
然
の
生
簀
を
持
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
つ
ま
り
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
中
で

も
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
っ
ぷ
り
と
い
っ
た
ら
。
そ
う
、

里
海
は
美
味
し
い
。

そ
の
里
海
の
幸
が
日
々
の
生
活
の
中
で
家
庭
の
食
卓

に
反
映
さ
れ
る
の
は
当
た
り
前
だ
が
、
こ
の
と
こ
ろ
産

地
で
食
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
静
か
な
、

し
か
し
確
実
な
流
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、

プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
の
里
海
へ
の
熱
い
視
線
で
あ
る
。

飲
食
店
を
営
む
場
合
、
単
純
に
言
え
ば
お
客
さ
ん
は
都

市
に
い
て
、
回
転
率
が
よ
い
人
口
密
集
地
、
片
や
素
材

は
田
舎
に
あ
っ
て
も
消
費
者
が
い
な
い
、
さ
あ
ど
っ
ち

で
勝
負
し
ま
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
ほ
ぼ
前
者
が
常
識
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
食
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
変
わ
っ
て
き
た
現
代
に
お
い

て
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
も
な
い
よ
う
だ
。
料
理
自
慢

の
田
舎
の
一
件
宿
や
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
、
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
居
酒
屋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

田
舎
で
独
立
起
業
す
る
食
関
係
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
単
に
料
理
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
料
理
人
や
食
に
関
わ
る
職
業
者
の
持
つ
地
域

何
と
い
っ
て
も
オ
イ
シ
イ
里
海文

・
写
真
◎

福
嶋

葉
子七尾湾では定置網が盛ん。待ちの漁法は環境にもやさしい

能登島では干物も自家製。骨ごと全部食べられる
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能登の里海から 3

へ
の
可
能
性
、
つ
ま
り
食
で
地
域
を
元
気
に
す
る
、
と

い
う
か
な
り
現
実
的
で
直
接
的
で
わ
か
り
や
す
い
志
向

が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
若
い
料
理
人
た

ち
が
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
し
よ
う
と
、
ど
ん
ど

ん
能
登
に
も
や
っ
て
来
て
い
る
。

「
働
く
」
と
は
、
い
く
ら
の
現
金
を
稼
げ
る
か
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
そ
れ
は
「
仕
事
を

す
る
」
こ
と
と
同
義
で
あ
ろ
う
か
。「
食
べ
て
い
く
」
と

は
、
食
べ
物
を
買
う
た
め
の
現
金
を
稼
ぐ
こ
と
、
と
い

う
今
の
時
代
、
そ
れ
は
「
食
べ
る
も
の
を
生
み
出
す
」

こ
と
と
同
義
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
、
人
は
自
分
が
食
べ

た
も
の
で
で
き
て
い
て
、
美
味
し
い
も
の
を

食
べ
る
と
幸
せ
に
な
る
。
そ
う
考
え
る
と
、

料
理
人
は
そ
の
一
皿
を
生
み
出
す
と
い
う
仕

事
で
食
べ
て
い
る
か
ら
、
働
く
こ
と
と
食
べ

て
い
く
こ
と
が
近
い
。
そ
れ
を
、
こ
の
能
登

の
里
山
里
海
の
な
か
で
実
践
す
る
と
な
る
と
、

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
た
る
や
想
像
で
き
な
い

ほ
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
。
い
ま
や
、

食
を
求
め
て
人
が
わ
ざ
わ
ざ
田
舎
に
訪
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
当
然
な
の
だ
か
ら
、
料
理

人
が
質
の
高
い
素
材
に
い
か
に
近
い
と
こ
ろ

で
、
い
か
に
独
創
的
で
、
し
か
も
確
か
な
技
術
力
を
持

っ
て
食
を
提
供
す
る
か
、
と
い
う
流
れ
は
必
然
な
の
だ
。

そ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
地
域
を
元
気
に
す
る
。

そ
ん
な
志
を
持
っ
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
１
人
が
、
川
嶋

亨
さ
ん
。
温
泉
旅
館
で
割
烹
の
料
理
長
を
任
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
使
い
た
い
食
材
は
鰤
、
と
い
う
彼
の
料
理
は
、

繊
細
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
熱
い
。
次
々
と
繰
り
出
さ
れ

る
彼
の
皿
に
は
、
料
理
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
の
で
あ

ろ
う
、
そ
の
姿
勢
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
応
援
し
て

い
け
る
だ
け
の
技
量
が
、
私
た
ち
里
海
の
恩
恵
に
あ
ず

か
る
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ふ
く
し
ま
・
よ
う
こ

能
登
島
地
域
づ
く
り
協
議
会
・
地
域
づ
く
り
専
門
員
。
金
沢
市
生
ま
れ
で
、

実
家
は
東
山
の
三
味
線
店
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
各
国
を
訪
れ
、
ス

イ
ス
で
の
ガ
イ
ド
経
験
あ
り
。
30
代
半
ば
で
再
び
大
学
に
編
入
し
、
卒
業

と
同
時
に
七
尾
市
に
移
住
。
能
登
島
の
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
。
現
在
は

「
の
と
島
ク
ラ
シ
カ
タ
研
究
所
」
を
立
ち
上
げ
、
島
の
暮
ら
し
を
受
け
継
ぎ
、

引
き
継
ぐ
た
め
の
活
動
を
行
う
。

川嶋亨さん。七尾市出身で、関西の名店で修行
を積み、昨年Ｕターン。食で能登を元気にする
ため日々奔走中

大根おろしを使った２種類の川嶋流ぶり大根。お刺身（上）は朝どれを少し寝
かせて、炊き物（下）は揚げ出しをみぞれ風に
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小特集
開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
た

白
山
の
自
然
と
伝
説

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課

白
山
の
火
山
活
動ご

ぜ
ん
が
み
ね

白
山
は
、
最
高
峰
の
御
前
峰
（
２
７

お
お
な
ん
じ
が
み
ね

０
２
ｍ
）
を
中
心
に
、大

汝

峰
（
２
６

け
ん

が

み
ね

８
４
ｍ
）、
剣
ヶ
峰
（
２
６
７
７
ｍ
）
を

あ
わ
せ
た
三
主
峰
と
周
辺
の
山
々
か
ら
な

り
ま
す
。
現
在
の
白
山
山
頂
付
近
で
の
火

山
活
動
は
、
今
か
ら
３
〜
４
万
年
前
に
始

ま
り
、
比
較
的
噴
火
が
頻
発
す
る
時
期
と

静
穏
な
時
期
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
何
度

も
の
噴
火
に
よ
っ
て
現
在
の
山
の
形
が
形

成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

白
山
の
山
頂
付
近
で
は「
地
獄
と
天
国
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
柴
山
潟
な
ど

の
加
賀
地
方
の
山
麓
か
ら
見
る
優
美
で
な

だ
ら
か
、
女
性
的
な
印
象
の
白
山
の
姿
と

は
異
な
り
、
山
頂
付
近
は
火
山
活
動
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
荒
々
し
い
地
形
が
見
ら

れ
、
過
去
の
噴
火
で
噴
出
、
運
ば
れ
た
巨

石
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
山
頂
付
近
の
地

獄
を
連
想
さ
せ
る
紺
屋
ヶ
池
、油
ヶ
池
、血

の
池
、
百
姓
池
な
ど
は
、
現
在
は
き
れ
い

な
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
の

火
口
に
水
が
た
ま
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
こ
そ
噴
火
の
際
に
は
地
獄
の
よ

う
な
状
況
だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
白
山
山
頂
付
近
に
は
天
国
の
よ

う
な
色
と
り
ど
り
の
高
山
植
物
が
咲
き
誇

る
お
花
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
白
山
の

花
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て

一
斉
に
開
花
し
ま
す
。
お
花
畑
と
言
っ
て

大汝峰から見た御前峰（右）と剣ヶ峰（左）。池は翠ヶ池（左手前）、紺屋ヶ池（中央奥）、油ヶ池（右奥）
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も
人
が
植
え
た
も
の
で
は
な
く
、
標
高
や

傾
斜
、
雪
の
積
も
り
具
合
や
土
の
乾
湿
、

様
々
な
要
因
が
絡
み
合
い
、
微
妙
な
環
境

の
違
い
に
よ
り
、
そ
の
場
所
の
環
境
に
適

し
た
高
山
植
物
が
そ
れ
ぞ
れ
生
育
し
て
い

る
の
で
す
。

白
山
の
山
頂
付
近
は
、
高
山
帯
と
呼
ば

れ
る
背
丈
の
低
い
植
物
し
か
生
え
な
い
寒

冷
な
環
境
で
す
。
日
本
に
は
白
山
よ
り
西

に
白
山
よ
り
も
高
い
山
が
な
く
、
白
山
は

高
山
帯
を
有
す
る
山
と
し
て
は
、
日
本
の

最
西
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
高
山
帯
を

主
な
生
育
地
と
し
て
い
る
高
山
植
物
も
、

白
山
よ
り
西
で
見
ら
れ
る
種
類
は
限
ら
れ

て
き
ま
す
。
室
堂
周
辺

で
一
面
に
広
が
る
ハ
イ

マ
ツ
を
は
じ
め
、
国
内

で
も
有
数
の
規
模
で
、

白
山
以
外
で
は
こ
れ
ほ

ど
大
き
な
群
落
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い

わ
れ
る
ク
ロ
ユ
リ
も
、

白
山
を
分
布
の
最
西
端

と
し
て
い
ま
す
。
白
山

に
は
約
２
５
０
種
の
高

山
植
物
が
生
育
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

１
０
０
種
を
超
え
る
種

が
、
白
山
を
そ
の
分
布

の
最
西
端
と
し
て
い
る

の
で
す
。

名
前
に「
ハ
ク
サ
ン
」の
つ
く

植
物白

山
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
植
物

と
し
て
は
、
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
や
ハ
ク

サ
ン
フ
ウ
ロ
な
ど
の
ほ
か
、
白
山
の
最
高

峰
で
あ
る
御
前
峰
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

れ
た
と
さ
れ
る
ゴ
ゼ
ン

タ
チ
バ
ナ
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
数
は
、

標
準
和
名
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
植
物
だ
け
で

約
２０
種
に
の
ぼ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
う

ち
白
山
に
の
み
生
育
す

る
、
い
わ
ゆ
る
固
有
種
は
あ
り
ま
せ
ん
。

白
山
が
古
く
平
安
時
代
か
ら
知
ら
れ
、
京

か
ら
も
比
較
的
近
い
こ
と
か
ら
、
早
い
時

期
か
ら
学
者
が
白
山
に
登
り
、
多
く
の
高

山
植
物
を
白
山
で
初
め
て
見
つ
け
た
た
め

に
、
白
山
に
ち
な
ん
だ
名
前
が
付
け
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。

白山より西にはクロユリは分布
していません

白山では、あちこちでハクサンコザ
クラの大群落が見られます

花の名山として知られる白山。白山ほどクロユリの大群落が見られる山はないと
いわれています

ハクサンアザミ（キク科）
ハクサンイチゲ（キンポウゲ科）
ハクサンイチゴツナギ（イネ科）
ハクサンオオバコ（オオバコ科）
ハクサンオミナエシ（オミナエシ科）
ハクサンカニコウモリ（キク科）
ハクサンカメバヒキオコシ（シソ科）
ハクサンコザクラ（サクラソウ科）
ハクサンサイコ（セリ科）
ハクサンシャクナゲ（ツツジ科）
ハクサンシャジン（キキョウ科）
ハクサンスゲ（カヤツリグサ科）
ハクサンタイゲキ（トウダイグサ科）
ハクサンチドリ（ラン科）
ハクサントリカブト（キンポウゲ科）
ハクサンハタザオ（アブラナ科）
ハクサンフウロ（フウロソウ科）
ハクサンボウフウ（セリ科）
カライトソウ（バラ科）
オヤマリンドウ（リンドウ科）
ゴゼンタチバナ（ミズキ科）

白山にちなんだ名のつく植物。このほかにハクサンボク
（スイカズラ科）がありますが、暖かい地方の植物で、
白山には分布しません
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白
山
信
仰

白
山
は
独
立
峰
で
周
囲
に
高
い
山
が
な

く
、
雪
が
降
り
積
も
り
白
く
輝
く
そ
の
姿

は
、
古
く
か
ら
北
陸
道
や
日
本
海
を
舟
で

旅
す
る
京
の
都
の
人
々
に
も
知
ら
れ
て
お

り
、「
万
葉
集
」
や
「
古
今
和
歌
集
」
な

ど
に
も
詠
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

思
ひ
や
る

越
の
白
山

知
ら
ね
ど
も

ひ
と
夜
も
夢
に

越
え
ぬ
夜
ぞ
な
き

紀
貫
之
（
古
今
和
歌
集

９
８
０
）

消
え
は
つ
る

時
し
な
け
れ
ば

越
路
な
る

白
山
の
名
は

雪
に
ぞ
あ
り
け
る

お
お
し
こ
う
ち
の
み
つ
ね

凡
河
内
躬
恒
（
古
今
和
歌
集

４
１
４
）

山
麓
に
広
が
る
ブ
ナ
林
に
降
っ
た
雨
が

土
に
し
み
こ
み
、
あ
る
い
は
降
り
積
も
っ

た
雪
が
解
け
流
れ
出
る
水
は
山
麓
の
田
畑

を
潤
す
こ
と
か
ら
、
白
山
は
農
耕
の
神
と

し
て
敬
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

姿
を
遠
く
の
海
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
、

航
海
の
目
印
に
な
る
こ
と
か
ら
、
航
海
の

神
と
し
て
も
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

白
山
は
、
富
士
山
、
立
山
と
と
も
に
三

大
信
仰
の
山
と
し
て
広
ま
り
ま
し
た
。
石

ひ

め

川
県
白
山
市
に
あ
る
白
山
比
�
神
社
を
中

心
と
す
る
白
山
神
社
は
、
富
山
、
福
井
の

み
な
ら
ず
、
北
は
青
森
、
南
は
鹿
児
島
ま

で
約
２
７
０
０
社
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

白
山
に
残
る
泰
澄
の
伝
説

白
山
は
越
前
の
僧
、
泰
澄
が
養
老
元
年

（
７
１
７
）
に
開
い
た
と
さ
れ
、
平
成
２９

年（
２
０
１
７
）は
、
白
山
開
山
１
３
０
０

年
に
ち
な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
多
く
の
白
山
登
山
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

泰
澄
の
伝
説
は
、
白
山
の
あ
ち
こ
ち
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
泰
澄
と

３
０
０
０
匹
の
蛇
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

泰
澄
が
初
め
て
白
山
に
登
っ
た
頃
、
白
山

に
は
凶
悪
な
大
蛇
が
多
く
住
ん
で
お
り
、

住
民
を
苦
し
め
て
い
ま
し
た
。
泰
澄
は
、

そ
の
３
０
０
０
匹
の
蛇
を
法
力
を
も
っ
て

白
山
山
頂
に
集
め
、
白
山
の
３
か
所
、
す

じ
ゃ
づ
か

せ
ん
じ
ゃ
が
い
け

な
わ
ち
「
蛇
塚
」、「
千
蛇
ヶ
池
」、「
刈
込

池
」
に
封
じ
込
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
観
光
新
道
の
標
高
約
２
０
０

０
ｍ
付
近
に
あ
る
「
蛇
塚
」。
最
も
凶
悪

な
大
蛇
１
０
０
０
匹
を
切
っ
て
、
地
に
埋

め
、
そ
の
上
に
塚
を
築
き
ま
し
た
。
次
の

大
蛇
１
０
０
０
匹
は
、
山
頂
近
く
に
あ
る

「
千
蛇
ヶ
池
」
に
封
じ
込
め
、
万
年
雪
で

ふ
た
を
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一
、

雪
が
解
け
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、「
千

お
た
か
ら
こ

蛇
ヶ
池
」
の
真
上
に
あ
る
「
御
宝
庫
」
が

転
が
り
落
ち
て
き
て
池
を
ふ
さ
ぎ
、
蛇
が

出
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。白

山
で
は
唯
一
の
万
年
雪
が
残
る
「
千

蛇
ヶ
池
」
で
す
が
、
雪
が
全
て
解
け
、
湖

面
が
全
て
現
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
１０
年
（
１
９
９
８
）
の
こ
と
で
す
。

こ
の
年
は
、
異
常
に
雪
解
け
が
早
く
、
白

山
の
山
頂
付
近
で
の
雪
解
け
は
例
年
よ
り

も
約
１
か
月
も
早
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
高
山
植
物
の
開
花

も
例
年
よ
り
も
約
１
か
月
早
ま
り
、
例
年

な
ら
７
月
下
旬
ご
ろ
開
花
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
ク
ロ
ユ
リ
も
、
６
月
下
旬
に
開
花
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。「
千
蛇
ヶ

池
」
に
残
る
雪
も
日
に
日
に
解
け
、
量
が

減
っ
て
い
き
、
つ
い
に
は
全
て
解
け
き
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
に
は
幸
い
に

も（
？
）池
の
中
に
は

氷
の
塊
が
解
け
ず
に

残
っ
て
お
り
、
大
蛇

が
出
て
く
る
こ
と
も
、

「
御
宝
庫
」
が
転
が

り
落
ち
て
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「
千
蛇
ヶ
池
」の

雪
が
解
け
き
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
も
例
年
よ

り
も
雪
解
け
が
早
く
、
高
山
植
物
の
開
花

は
約
半
月
早
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
近
年
の
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
、

白
山
の
雪
解
け
や
高
山
植
物
の
開
花
時
期
、

分
布
な
ど
に
も
地
球
温
暖
化
が
影
響
を
与

え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど

急
激
に
地
球
温
暖
化
が
進
ん
だ
場
合
に
、

高
山
植
物
や
高
山
帯
に
住
む
動
物
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は

不
明
な
こ
と
も
多
く
、
継
続
し
て
そ
の
変

化
を
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
環
境
省
で
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ

ト
１
０
０
０
事
業
を
白
山
で
も
実
施
し
て

お
り
、
１
０
０
年
間
に
わ
た
る
長
期
調
査

を
実
施
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実

白山を開いたとされる僧、泰澄が凶悪な大蛇
１０００匹を閉じ込めたとされる千蛇ヶ池。奥に
御宝庫が見えます
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際
の
調
査
は
、
委
託
を
受
け
た
石
川
県
白

山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
お
り
、

気
温
や
雪
解
け
時
期
、
高
山
植
物
の
開
花

時
期
、
ハ
イ
マ
ツ
の
成
長
量
、
チ
ョ
ウ
類

や
地
表
徘
徊
性
昆
虫
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
最
後
の
１
０
０
０
匹
の
大
蛇
で

す
が
、
こ
の
大
蛇
は
福
井
県
の「
刈
込
池
」

に
封
じ
込
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
刈
込

池
は
ふ
た
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
三
ノ
峰
の
近
く
、
剣
ヶ
岩
に
大
き
な

剣
を
突
き
立
て
て
封
じ
込
め
た
と
さ
れ
ま

す
。
蛇
は
黒
鉄（
鉄
）に
触
れ
て
し
ま
う
と

身
が
腐
っ
て
し
ま
う
と
さ
れ
、
池
に
写
る

剣
の
影
を
恐
れ
、
池
か
ら
出
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

白
山
の
外
来
種
問
題

石
川
県
白
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
調

査
に
よ
り
、
白
山
に
も
オ
オ
バ
コ
を
は
じ

め
と
し
た
外
来
種
が
侵
入
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
石
川
県
で

は
、
平
成
１６
年
（
２
０
０
４
）
か
ら
白
山

の
自
然
を
守
り
、
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
外
来

植
物
の
除
去
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
い
う
外
来
植
物
は
外
国
産
の
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
本
来
そ
こ
に
は
生
育
し
て

い
な
か
っ
た
植
物
と
い
う
こ
と
で
、
オ
オ

バ
コ
な
ど
の
低
地
の
植
物
も
該
当
し
ま
す
。

現
在
は
、
環
境
省
、
農
水
省
、
国
交
省

で
定
め
た「
白
山
生
態
系
維
持
回
復
事
業
」

に
よ
っ
て
、
環
境
省
の
ほ
か
、
石
川
県
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
白
山
保
護
利
用
管
理
協
会

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
外
来
植
物
の
除

去
作
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
の
べ
約
１
２
０
０
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
オ
オ
バ
コ
約
６
５
０

�
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
約
１
１
０
�
、

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
類
約
３０
�
な
ど
合
計

約
８
１
０
�
も
の
外
来
植
物
が
除
去
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
年
々
生
育
し
て
い

る
外
来
植
物
の
量
が
少
し
ず
つ
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
。
簡
単
に
は
い
か
な
い
外
来

植
物
対
策
で
す
が
、
多
く
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
成
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

開
山
１
３
０
１
年
目
と
な
る
平
成
３０
年

（
２
０
１
８
）も
外
来
植
物
除
去
作
業
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
未
来
に

向
け
て
、白
山
の
自
然
を
守
り
、残
し
て
い

く
た
め
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

南竜ヶ馬場野営場でのボランティアによる外来植
物除去作業の様子

白山における外来植物除去作業これまでの成果。除去を続けてきたことによって、
毎年の除去量が減ってきていることが分かります
※平成２３年（２０１１）は南竜ヶ馬場、平成２４年（２０１２）は室堂が荒天により中止

低地性の植物オオバコ。白山の山頂付
近では外来植物となります

オオバコの実（左上）と、粘液を出してべと
つく種子（左下）
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私
た
ち
の
白
山
を
いつ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
〜
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
〜

文
・
写
真 

◎ 

白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

日
比
野　

剛

白
山
は
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

白
山
を
含
む
、
白

山
市
全
体
は
、
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク

と
い
う
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
１６
年
（
２
０
０
４
）
か
ら

始
ま
っ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
平
成
２７
年
（
２
０
１
５
）
に
ユ
ネ
ス

コ
の
正
式
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

２０
年
（
２
０
０
８
）
に
は
、
国
内
版
の
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成

３０
年
（
２
０
１
８
）
１
月
現
在
、
日
本
国

内
に
は
８
つ
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
目
指
す
３５
の

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
活
動
は
か
な
り
広
が
り
を
み
せ
て
い

ま
す
が
、
最
近
始
ま
っ
た
も
の
な
の
で
、

ま
だ
名
前
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
言
葉
は
、
ジ
オ
と

パ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
ジ
オ

は
地
球
や
大
地（
地
質
、
地
形
）を
意
味
し

て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
一

定
範
囲
を
エ
リ
ア
と
し
て
自
然
を
保
護
・

保
全
し
、
見
ど
こ
ろ
と
す
る
国
立
公
園
の

よ
う
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
分
か
り

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
徴
と
し
て

は
、
大
地
の
こ
と
地
質
・
地
形
的
に
貴
重

な
場
所
や
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
基
本

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ

の
上
に
成
り
立
つ
動
植
物
の
こ
と
や
人
の

こ
と
も
含
め
て
見
ど
こ
ろ
と
し
て
い
ま
す
。

大
地
の
遺
産
を
基
本
と
し
て
、
地
域
の

様
々
な
自
然
や
文
化
的
な
資
源
を
合
わ
せ

て
つ
な
が
り
を
皆
が
理
解
し
、
そ
れ
ら
の

保
護
・
保
全
活
動
に
取
り
組
み
、
教
育
活

動
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
開
発
を
進
め
る
地
域
が

ジ
オ
パ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の

特
徴白

山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
は
そ
の
名
の

通
り
、
白
山
と
手
取
川
に
代
表
さ
れ
る
手

取
川
流
域
が
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
で
貴
重
な
も
の

は
、
桑
島
化
石
壁
を
主
要
ス
ポ
ッ
ト
と
す

る
手
取
層
群
の
地
層
で
、
恐
竜
を
は
じ
め

恐
竜
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
の
化
石

を
産
出
し
ま
す
。
ほ
ぼ
一
つ
の
場
所
か
ら
、

こ
れ
ほ
ど
多
様
な
生
き
物
の
化
石
が
発
見

さ
れ
、
当
時
の
風
景
を
思
い
描
け
る
と
こ

ろ
は
世
界
的
に
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

�ヒサクニヒコ
イラストは桑島化石壁から発見されている動植物化
石だけで構成されています。このなかに描かれてい
ない化石もあります

国内ジオパーク分布図。日本中にジオ
パークが増えてきています

ジオ・エコ・ヒトの関わり。ジオとエ
コとヒトは密接に関わり合っています

32

小特集  白山開山1300年

こ
の
よ
う
な
過
去
の
動
植
物
の
化
石
が

な
ぜ
発
見
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

地
球
の
活
動
を
考
え
た
時
、
白
山
か
ら
手

取
川
で
考
え
る
と
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
水
の
旅
と
石
の

旅
」
で
す
。

手
取
川
流
域
の
特
徴
は
、
白
山
周
辺
域

に
降
り
積
も
る
冬
の
大
量
の
雪
と
そ
れ
に

由
来
す
る
豊
富
な
水
で
す
。
雪
は
徐
々
に

溶
け
て
水
と
な
り
、
水
の
流
れ
は
川
と
な

り
海
へ
と
流
れ
つ
き
ま
す
。
水
だ
け
で
は

な
く
、
手
取
川
の
河
原
で
よ
く
見
る
石
こ

ろ
や
砂
も
、
い
っ
し
ょ
に
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
石
こ
ろ
や
砂
の
元
は
、
非
常
に
崩
れ

や
す
い
白
山
周
辺
の
も
の
で
、
時
々
起
こ

る
洪
水
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
運
ば
れ
、
特

に
下
流
域
で
よ
く
た
ま
り
ま
す
。
こ
れ
が

「
水
の
旅
と
石
の
旅
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
現
象
に
よ
り
生
き
物
が
埋
ま
っ
て
、

深
い
地
下
に
も
ぐ
り
高
い
圧
力
を
受
け
た

り
、
１
０
０
万
年
、
１
０
０
０
万
年
と
長

い
年
月
が
経
っ
た
り
す
る
と
、
骨
な
ど
が

化
石
と
な
り
ま
す
。
地
下
で
化
石
に
な
っ

た
後
、
再
び
地
殻
変
動
な
ど
で
地
上
に
顔

を
出
し
た
も
の
が
見
つ
か
っ
た
時
、「
化

石
発
見
！
」
と
な
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
現
在
の
白
山
か
ら
手
取

川
の
特
徴
が
、
地
域
の
様
々
な
文
化
や
自

然
と
つ
な
が
り
、
上
流
部
か
ら
下
流
部
ま

で
全
域
を
つ
な
げ
て
も
い
る
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
積
雪
が
多
く
山
全
体
が
真
っ
白

に
な
り
目
立
つ
白
山
は
、
ふ
も
と
か
ら
仰

ぎ
見
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
の
目
に
留
ま

り
、
信
仰
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

多
量
に
運
ば
れ
た
石
や
砂
が
平
野
部
に

た
ま
っ
て
で
き
た
手
取
川
扇
状
地
で
は
、

た
く
さ
ん
の
水
が
地
下
に
染
み
こ
み
、
伏

流
水
を
生
み
だ
し
ま
す
。
そ
の
伏
流
水
は

酒
造
り
な
ど
様
々
な
産
業
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
水
の
流
れ
は
、
海
ま
で
た
ど
り
着

い
た
後
、
蒸
発
し
て
大
気
と
な
り
、
気
流

に
乗
っ
て
白
山
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
、
雪

や
雨
と
な
っ
て
再
び
地
上
に
戻
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
か
ら
続
く
水
の

旅
と
石
の
旅
は
現
在
の
手
取
川
で
も
起
こ

っ
て
い
て
、
地
域
に
つ
な
が
り
や
恵
み
を

も
た
ら
し
な
が
ら
、
ぐ
る
ぐ
る
と
巡
っ
て

い
る
の
で
す
。

扇状地からみた冬の白山。白山は多量の
積雪により、山全体が真っ白な時期が長
く続きます

自噴する伏流水。美川
地域では伏流水がたく
さん湧き出しています

次
の
世
代
へ
白
山
を

そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

自
分
の
目
で
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
を

訪
れ
て
確
か
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
の
際
の
お
す
す
め
は
、
ガ
イ
ド
に

案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
ジ
オ
パ
ー

ク
で
は
公
認
ガ
イ
ド
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

絶
景
だ
け
で
な
く
、
な
に
げ
な
い
風
景
に

隠
さ
れ
た
大
地
の
深
い
物
語
を
、
ガ
イ
ド

さ
ん
た
ち
か
ら
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
た
白
山
が
、

こ
う
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
と
お
し

て
こ
の
地
域
と
と
も
に
持
続
的
に
あ
り
続

け
る
こ
と
で
、
１
０
０
年
後
、
１
０
０
０

年
後
と
、
ま
た
大
切
に
思
わ
れ
な
が
ら
仰

ぎ
見
ら
れ
た
り
登
ら
れ
た
り
し
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

白山手取川地域の航空写真

問
い
合
わ
せ
・
ガ
イ
ド
予
約
な
ど

白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

電

話
／
０
７
６－

２
７
４－

９
５
６
４

白
山
市
観
光
連
盟

電

話
／
０
７
６－

２
５
９－

５
８
９
３

水の旅と石の旅のイメージ図
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地
域
資
源
の
特
色
を
活
か
し
た

元
気
な
里
山
里
海
づ
く
り 

〜
現
地
活
動
事
例
の
紹
介
〜

石
川
県
農
林
水
産
部
里
山
振
興
室

多
く
の
生
き
物
に
と
っ
て
貴
重
な
生
息

空
間
で
あ
る
里
山
里
海
は
、
生
活
様
式
の

変
化
や
過
疎
化
・
高
齢
化
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
里
山
里
海
に

人
の
手
を
入
れ
、
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

域
に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
そ
の
価
値

が
さ
ら
に
人
を
呼
び
込
む
と
い
う
良
い
循

環
の
形
成
に
向
け
、
地
域
の
特
色
あ
る
資

源
を
活
用
し
た
、
元
気
な
里
山
里
海
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

里
山
里
海
は
、
人
が
そ
こ
で
生
活
を
し

て
初
め
て
成
り
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
集
落
に
と
ど
ま
っ
て
生
き
て
い
く

に
は
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
生
業
が

必
要
で
す
。

平
成
２３
年
（
２
０
１
１
）
度
に
県
と
地

元
金
融
機
関
が
資
金
を
拠
出
し
て
創
設
し

た
「
い
し
か
わ
里
山
創
成
フ
ァ
ン
ド
」
は
、

そ
の
運
用
益
等
を
活
用
し
て
、
農
業
・
非

農
業
を
問
わ
ず
、
里
山
里
海
な
ら
で
は
の

新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
生

業
の
創
出
や
、
住
民
自
ら
行
う
里
山
資
源

を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
里
山
の
資

源
を
活
用
し
た
循
環
モ
デ
ル
の
創
出
な
ど

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
度
か
ら
は
、

名
称
を「
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
」

に
改
め
、
採
択
枠
の
拡
大
に
加
え
、
新
た

に
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
来
訪

者
が
一
日
で
も
長
く
滞
在
で
き
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
度

に
採
択
し
た
ジ
ビ
エ
商
品
の
普
及
を
目
指

す
「
食
工
房
フ
ァ
ミ
ー
リ
エ
」
と
、
耕
作

放
棄
地
に
羊
を
放
牧
し
て
里
山
景
観
の
保

全
に
取
り
組
む「
白
山
麓
羊
推
進
協
議
会
」

の
２
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

いしかわ里山振興ファンド（公募事業）

里山里海の地域資源を活用した生業の創出
地域に埋もれている農林水産物など地域資源の発掘から商品試作にいたる
里山里海の振興に向けたモデル的な取り組みに対する支援
補助率：３／４ 補助限度額：２，０００千円（３年以内）
対 象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、ＮＰＯ等

里山里海地域を元気にするイベント支援
住民自ら行う里山資源を活かしたイベント等への支援
補助率：３／４（１年目）、２／３（２年目、３年目）
補助限度額：１，５００千円（１年目）、１，０００千円（２年目、３年目）
対 象：里山里海地域に居住する住民が主体となる団体等

里山の資源循環モデルの構築による地域おこし
里山の資源を活用した循環モデルを創出する取り組みに対する支援
補助率：２／３ 補助限度額：１，５００千円（２年以内）
対 象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、ＮＰＯ等

スローツーリズムの推進
多様な滞在メニューの開発支援
来訪者が一日でも長く滞在できる多様なサービスを創出する取り組みに対
する支援
補助率：３／４ 補助限度額：１，０００千円（２年以内）
対 象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、ＮＰＯ等
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元気な里山里海づくり

近
ご
ろ
、
イ
ノ
シ
シ
が
市
街
地
に
出
没

し
た
り
、
畑
が
荒
ら
さ
れ
た
り
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
毎
年
狩
猟
な
ど

で
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
イ
ノ

シ
シ
は
減
る
ど
こ
ろ
か
増
え
続
け
る
一
方

で
す
。
ま
た
、
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の

大
半
は
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
命

を
無
駄
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

私
た
ち
の
生
活
の
た
め
に
捕
獲
は
必
要

で
す
。
で
す
が
、
里
山
の
「
資
源
」
で
も

あ
る
イ
ノ
シ
シ
を
可
能
な
限
り
有
効
利
用

す
る
こ
と
が
、
い
た
だ
い
た
命
に
対
す
る

敬
意
だ
と
思
い
ま
す
。

当
店
で
は
、
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
き

た
イ
ノ
シ
シ
肉
を
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
に
加
工

し
販
売
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

ジ
ビ
エ
（
狩
猟
さ
れ
た
鳥
獣
の
肉
）
は
非

常
に
美
味
し
く
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い

で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

今
後
は
ま
す
ま
す
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
は
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

で
す
が
、
ジ
ビ
エ
の
市
場
が
増
え
る
機
会

で
も
あ
る
と
思
っ
て
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ジ
ビ
エ
を
食
べ
る
こ
と

で
農
家
さ
ん
、
猟
師
さ
ん
を
応
援
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
、「
耕
作
放
棄
地
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

現
在
、
石
川
県
内
で
は
農
業
従
事
者
が
減

少
し
、
か
つ
て
使
わ
れ
て
い
た
田
畑
が
誰

に
も
使
わ
れ
ず
、「
耕
作
放
棄
地
」
と
な

っ
て
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
の
耕
作
放
棄
地
を
有
効
利

用
す
る
た
め
に
、
そ
こ
に
羊
を
放
牧
し
、

白
山
麓
の
特
産
と
し
て
売
り
出
す
試
み
を

し
て
い
ま
す
。
羊
の
世
話
は
牛
や
豚
に
比

べ
て
手
軽
に
で
き
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
地

域
内
で
飼
育
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
白
山
麓
の
羊
を
昨
年
１１
月
に
「
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
丼
」
と
し
て
試
験
的
に
販
売

し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。
今

後
は
一
般
の
皆
様
に
も
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

里
山
に
は
「
緩
衝
帯
」
と
呼
ば
れ
る
、

野
生
動
物
と
人
間
と
の
生
活
の
境
が
あ
り

ま
す
。
近
年
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
た
た

め
、
そ
れ
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
ク
マ
や
イ

ノ
シ
シ
な
ど
が
多
く
出
没
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
に
よ
る
羊
の
放
牧
で
緩
衝

帯
を
少
し
ず
つ
取
り
戻
し
て
い
け
る
よ
う

今
後
も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

活
動
レ
ポ
ー
ト
①

ジ
ビ
エ
の
普
及

平
成
２８
年
度
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
採
択

食
工
房
フ
ァ
ミ
ー
リ
エ

大
塚

信
夫

お
問
い
合
わ
せ

食
工
房
フ
ァ
ミ
ー
リ
エ

住
所
／
石
川
県
か
ほ
く
市
木
津
ハ
９０
‐
１

電
話
／
０
７
６－

２
０
５－

６
７
５
０

お
問
い
合
わ
せ

白
山
麓
羊
推
進
協
議
会

住
所
／
石
川
県
白
山
市
東
二
口
卯
１
１
７
‐
１

電
話
／
０
７
６－

２
５
６－

７
０
８
８

活
動
レ
ポ
ー
ト
②

羊
の
放
牧
で
里
山
を
保
全

平
成
２８
年
度
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
採
択

白
山
麓
羊
推
進
協
議
会

山
下

俊
之
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い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
７ 

文
・
写
真
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
・
里
山
対
策
室

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
と
は

「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
は
、

低
炭
素
（
地
球
温
暖
化
防
止
）、
里
山
里

海
保
全
な
ど
の
自
然
共
生
、資
源
循
環（
３

Ｒ
）
な
ど
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
石
川
発

の
優
れ
た
「
製
品
（
モ
ノ
づ
く
り
）」「
サ
ー

ビ
ス
（
コ
ト
お
こ
し
）」
を
表
彰
す
る
県

の
制
度
で
す
。

こ
の
賞
に
お
け
る
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
、

姿
・
形
（
意
匠
・
装
飾
）
ば
か
り
で
は
な

く
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
コ
ン

セ
プ
ト
や
姿
勢
（
戦
略
・
企
画
・
設
計
）

な
ど
も
幅
広
く
含
ん
で
い
ま
す
。

「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞

２
０
１
７
」受
賞
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

今
回
、
第
７
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
７
」

で
は
、
１３
件
が
受
賞
と
な
り
、
昨
年
１２
月

に
石
川
県
庁
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

製
品
領
域
の
大
賞
に
は
、「
風
力
式
横

風
注
意
板
」（
株
式
会
社
日
本
パ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
製

品
は
、
道
路
沿
い
に
設
置
す
る
風
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
注
意
喚
起
の
表
示
板

で
す
。
審
査
委
員
か
ら
は
、
風
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
、
風
に
対
す
る
注
意
が
必

要
な
と
き
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
注
意
を
促
す

こ
と
が
で
き
る
技
術
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
領
域
の
大
賞
に
は
、「
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

Ｒ
ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
」

（
株
式
会
社
環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス
公
社
）

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
（
廃
棄
さ

れ
る
天
ぷ
ら
油
）
か
ら
作
っ
た
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
で
す
。
審
査
委
員
か
ら

は
、
地
域
住
民
な
ど
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

地
域
全
体
で
燃
料
を
再
生
す
る
仕
組
み
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
支
援

い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
す
る
こ
と
は
、

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
や
地
域
の
エ
コ
化

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
受
賞

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
、
次
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
製
品
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
へ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
使
用
（
無
料
）

②
受
賞
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
配
布

③
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
配
信
サ
イ

ト
で
の
Ｐ
Ｒ

④
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
応
募
支
援

⑤
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
の
制
作

今
後
も
、
本
賞
を
通
じ
て
、
環
境
保
全

に
役
立
つ
石
川
発
の
優
れ
た
製
品
、
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

受賞までの流れ
（いしかわエコデザイン賞２０１７の日程）

４月下旬から６月末まで
（関係書類を石川県生活
環境部温暖化・里山対策
室まで送付）

審査委員会において、書
類による一次審査

８月２０日（日）
一次審査を通過した応募
者は、「いしかわ環境フェ
ア２０１７」において、公開
プレゼンテーションを実施

公開プレゼンテーション
をした応募者は、審査員
との意見交換を活かし、
応募申込書の再提出や追
加資料の提出をすること
も可能

「いしかわエコデザイン
賞」及び「特別賞」を決定

１２月１１日（月）
※いしかわエコデザイン賞２０１８も同
様のスケジュールを予定しています。

応募申込み

一次審査

公開
プレゼンテーション

書類の再提出
（任意）

二次審査

表彰式

いしかわエコデザイン賞ロゴマーク
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いしかわエコデザイン賞2017

風車

注意喚起
表示板

概 要

家庭などから排出される

廃食用油（廃棄される天

ぷら油）から作ったバイ

オディーゼル燃料

評価点

地域住民などの協力も得

ながら、地域全体で燃料

を再生する仕組みを評価

概 要

道路沿いに設置する風力エ

ネルギーを活用した注意喚

起の表示板

評価点

風力エネルギーを活用し、

風に対する注意が必要なと

きにドライバーへ注意を促

すことができる技術を評価

（金賞・銀賞・銅賞）

概要

規格外で市場に出回らない地元の野菜を

有効活用したドーナツ

公衆浴場の温水熱源を化石燃料から木質

バイオマス燃料に変換した環境に配慮し

た取り組み

これまで廃棄されていた規格外の柿を有

効活用した商品

能登島で採れる天然資源から作った顔料

を用いた日本画等の体験を通じ、能登島

の素晴らしさを知ってもらおうとするプ

ロジェクト

焼き肉店などのテーブルに設置する油や

煙を吸う製品

乗馬を楽しみながら、里山保全、害獣被

害を防ごうとするサービス

（その他特別賞）
概要

能登ヒバの間伐材や破材を有効活用した

シューキーパーと靴用スプレー

能登ヒバの間伐材を有効活用した商品

（葉書、しおり、シール）

竹を主原料とした土壌改良材

新鮮な地産品を利用したアイスキャン

ディ

太陽光パネル、LEDライト、バッテリー

を備え付けた透明タイプのカラーコーン

受賞者

Richmond DOUGHNUT（金沢市）

有限会社ぽかぽか（野々市市）

西中農園（能登町）

能登島で未来の等伯さんになろう会

（七尾市）

株式会社イワモト（金沢市）

ストローク乗馬クラブはなむけ（珠洲市）

受賞者

加賀木材株式会社（金沢市）

株式会社クリエイターズ（金沢市）

株式会社アースプロジェクト（金沢市）

石川工業高等専門学校（津幡町）

有限会社ぽかぽか（野々市市）

株式会社イケガミ（小松市）

製品・サービス名

ベジタブルドーナツ

木質チップを活用した公衆浴場

「花柿」、「柿酢」

能登島の自然資源で日本画等の体験

スワンフード

里山里海騎馬警備隊「おうままわり」

製品・サービス名

NOTOHIBAKARAヒバシューキーパー

と靴用スプレー

金澤葉書・金澤しおり・金澤しーる

アースサイクル

金沢五彩 ICE POP

セキュリティコーン

賞位

金賞

（製品領域）

金賞

（サービス領域）

銀賞

（製品領域）

銀賞

（サービス領域）

銅賞

（製品領域）

銅賞

（サービス領域）

賞位

里山里海賞

（製品領域）

里山里海賞

（製品領域）

資源循環賞

（サービス領域）

パブリシティ賞

（製品領域）

フューチャー賞

（製品領域）

いしかわエコデザイン賞2017の受賞製品・サービス

風力式横風注意板

株式会社日本パーツセンター
（金沢市）

大 賞
＜製品領域＞

バイオディーゼル燃料
ReESEL

株式会社環境日本海サービス公社
（七尾市）

大 賞
＜サービス領域＞
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環
境
政
策
の
王
道
を
勉
強
す
る

ド
イ
ツ
・フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
環
境
研
修
レ
ポ
ー
ト

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員　

坂
野　

利
昭

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
は
、
環
境
先
進
地
の

名
の
通
り
一
つ
一
つ
が
納
得
で
き
る
環
境

へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
研

修
で
は
、
用
水
路
で
の
小
水
力
発
電
や
間

伐
材
の
薪
へ
の
有
効
利
用
な
ど
、
自
身
の

環
境
へ
の
取
り
組
み
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
、
研
修
で
学
ん
だ
次
世
代
へ
の
教
育
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、新
た
な
環
境
技

術
の
開
発
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
ま
ず
、
子
供

た
ち
に
音
（
騒
音
）
に
対
す
る
学
習
を
行

い
、
実
際
に
外
に
出
て
、
町
に
あ
る
騒
音

発
生
源
を
体
験
し
ま
し
た
。
小
さ
な
時
か

ら
環
境
教
育
を
実
施
し
、
環
境
に
対
す
る

意
識
を
世
代
間
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
見
ま
し
た
。

次
に
案
内
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学

図
書
館
は
見
た
目
の
斬
新
さ
が
特
徴
で
、

そ
の
正
体
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利

用
し
た
省
エ
ネ
ビ
ル
。
サ
ン
テ
ラ
ス
構
造

の
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
太
陽
熱
を
室
内
に
効
率

よ
く
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。
屋
上
に
は

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
他
に
２
つ
の
換
気
シ

ス
テ
ム
が
置
か
れ
、
排
気
口
と
入
気
口
が

並
ん
だ
熱
交
換
器
に
よ
り
、
暖
房
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ロ
ス
を
防
止
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
年
間
通
し
て
約
１５
度
を
保
つ
地
下
水
を
、

冬
の
暖
房
、
夏
季
の
冷
房
に
使
用
し
て
い

ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
取
り
組
み

と
し
て
見
学
し
た
実
験
プ
ラ
ン
ト
は
、
屋

根
に
設
置
し
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
電
力

に
よ
り
水
を
電
気
分
解
し
、
取
り
出
し
た

水
素
を
加
圧
・
液
化
し
タ
ン
ク
に
保
存
し
、

ト
ヨ
タ
「
ミ
ラ
イ
」
に
供
給
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
実
際
に
稼
働
し
て
い
る
状
態

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
は
市

民
、
行
政
、
民
間
機
関
が
高
い
志
を
持
ち
、

教
育
、
建
設
、
開
発
等
の
各
分
野
に
お
い

て
環
境
問
題
に
取
り
組
む
様
子
に
触
れ
、

「
環
境
政
策
の
王
道
を
実
践
し
て
い
る
」と

感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
こ
の
よ
う

な
高
い
レ
ベ
ル
の
活
動
を
目
の
当
た
り
に

で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
す
。
今
後
の
自
身

の
活
動
に
対
し
、
新
た
な
目
標
を
設
定
し

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

エコステーションでの子供たちへの環
境教育の様子

フライブルク大学図書館。複層ガラス窓の
斬新な外観が特徴的

３枚の複層ガラスで抜群の断熱性能。
２月なのに半袖の学生もいるほど

構内の井戸からくみ上げた地下水を天井
や床に循環させています

トヨタ「ミライ」に、自然エネルギーで作
られた水素を供給します

街へ出て実際の騒音源について勉強
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ドイツ・フライブルク
　フライブルクは、南ドイツのバーデン＝ヴュル
テンベルク州の南西に位置します。
　積極的な環境保全に向けた取り組みが評価され
ている「環境首都」です。石川県では、1999年か
らフライブルクとの環境交流を進めています。

ドイツ

イタリア

スイスフランス

ベルギー

ルクセン
ブルク

ベルリン

ミュンヘンフライブルク

フランクフルト

ドルトムント

ハンブルク

オランダ

チェコ

ポーランド
イギリス

オーストリア

スロベニア

ドイツ・フライブルク環境研修レポート

子
ど
も
た
ち
の
意
識
を
高
め
る
環
境
教
育
を
体
感

文
・
写
真 

◎ 

石
川
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
・
里
山
対
策
室　

主
任
主
事　

村
本　

佳
映

私
は
平
成
２８
年
（
２
０
１
６
）
４
月
に

初
め
て
生
活
環
境
部
に
配
属
と
な
り
、
そ

の
年
に
研
修
に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

環
境
教
育
を
行
っ
て
い
る
「
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
・
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
は
、様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
特
に
人
気
の
高

い
「
廃
棄
物
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
具
体
的
に

身
近
な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
簡
単
に

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
工
夫
を
伝

え
ま
す
。
環
境
意
識
の
高
い
と
い
わ
れ
る

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
も
、
学
校
に
水
筒
で
は

な
く
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
い
く
子
ど

も
が
多
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
紙
に
つ
い

て
も
再
生
紙
は
上
質
紙
と
値
段
も
品
質
も

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
の
に
、
再
生
紙
を

買
う
人
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
廃
棄
物
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ま
だ

ま
だ
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

最
終
日
に
は
、
森
を
テ
ー
マ
に
し
た
自

然
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
る
「
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
森
の
家
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
、
時
間
も

半
日
か
ら
１
週
間
ま
で
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

豊
富
に
あ
り
、
特
に
夏
休
み
な
ど
は
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
こ
で
は
、
自
然
環
境
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
森
の

中
で
の
団
体
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
社

会
性
を
養
う
こ
と
も
大
事
な
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
教
育

が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
民
の
環
境
意
識

の
高
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

子どもたちが作った木製ベンチ

ゴミを減らすための身近な事例を紹介

上質紙と再生紙の製造過程で必要な資源と
エネルギーの比較を説明

「フライブルク森の家」は地元のモミの木
を使って建てられました
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い し か わ の 自 然 と 環 境

えこナビは（公社）いしかわ環境パートナーシップ県
民会議が発行する石川の自然と環境の情報誌です。

今
回
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
企
業
」
を
特
集
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
企
業
が
自
ら
の
活
動
を
世
界
的
な
視
野
の
中
で
ど

の
よ
う
に
�
意
識
化
�
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
き

わ
め
て
重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
い
に
し
え
の
時
代
か
ら
生
活
、
信
仰
、
自
然
環
境

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
極
め
て
大
き
な
存
在
で
あ
る
白
山

が
、
昨
年
開
山
１
３
０
０
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、「
白
山

開
山
１
３
０
０
年
」
を
小
特
集
と
し
ま
し
た
。
ご
一
読
い
た

だ
い
て
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

み
な
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
長
く「
え
こ
ナ
ビ
」の
編
集
委
員
長
を
お
願
い
し
、

幅
広
い
視
点
か
ら
の
ご
助
言
や
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
鈴
木

克
徳
先
生
に
は
、
こ
の
た
び
当
地
を
離
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
を
側
聞
し
て
お
り
ま
す
。
長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
横
江

斉
）

第
１１
号
か
ら
編
集
委
員
に
な
り
、
今
回
で
７
回
目
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
を
も
っ
て
金
沢
大
学
を
定
年
退
職
す
る
こ

と
に
伴
い
、
編
集
委
員
も
辞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
回
が
最
後
の
編
集
委
員
と
し
て
の
お
勤
め
に
な
り
ま

す
。
７
年
に
わ
た
り
編
集
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
感
慨

の
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
、
気
候
変
動
パ
リ
協
定
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採

択
な
ど
、
こ
の
間
、
環
境
問
題
を
巡
る
世
界
的
動
向
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
気
候
変
動
問
題
は
も
う
待
っ
た
な
し
の

状
況
に
ま
で
来
て
い
ま
す
。

石
川
県
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
里
山
里
海
問
題
や
石
川
版

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
分
野
で
日
本
の
環
境

政
策
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
祈
念
し
て
、
最
後
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
鈴
木
克
徳
）

「SDGsと企業」の特集はいかがでし
たか？
ぜひ皆さんのご意見・ご感想を下記

の県民エコステーションへお寄せくだ
さい。
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集
後
記

会員募集中！
県民会議の活動の趣旨に賛同いただき、

支援していただける団体賛助会員・個人会員を募集しています。
◆年度会員／団体（一口）2万円・個人（一口）2千円

会員になると、機関誌E-GAIA・えこナビの配布、研修室の無料
貸出、各種行事の案内、環境関連情報の提供などがあります。
※このほか、時期を定めて開催する講習会や助成制度の申込み等については、
ホームページやメールマガジンなどで随時ご案内いたします。
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県民エコステーションからのご案内県民エコステーションからのご案内

検 索県民エコステーション詳しくは

今年も環境フェアを、8月25日（土）、26日（日）
の 2日間、石川県産業展示館4号館（金沢市袋畠
町）で開催します。
この環境フェアは、環境保全の情報交換の場と

して、また、環境に関する様々な展示や体験を通
じて県民一人ひとりが楽しみながら人間と環境の
関わりについて理解を深め、循環型社会の形成に
向けた取り組みなど、環境にやさしいくらしにつ
いて、考え、実践していく契機となることを目的
としています。
さらに、昨年に引き続き、「いしかわの里山里

海展」等を同時開催し、里山里海がもたらすさま
ざまな恵みや生きものと共生していく大切さを発
信し、人と人とのふれあいの場の提供や人と自然
が共生できるくらし、地球に優しい社会を提案す
る予定です。

いしかわ環境フェアホームページ
http://fair.eco-partner.net/

県民エコステーションは、21世紀のいしかわの環境を支え
る活動・交流・情報の拠点です。

県民エコステーションでは、

・エコクッキングや土曜環境サロンなど、参加・体験型の学
習講座を開催しています。

・環境保全のための講演会等に講師を派遣しています。
・環境に関する図書等の閲覧や貸出を行っています。
・いしかわ自然学校の事務局として、本県の豊かな自然をフ
ィールドとした自然体験プログラムを紹介しています。

・指定管理者として夕日寺健民自然園の管理を行っています。
里山の恵みを受け、楽しみながら理解を深められるさまざ
まな活動を実施しています。

環境について、知りたい、学びたい、そして活動したい人をサポートします。

県民エコステーションについて

いしかわ環境フェア 2018


